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「

は じ め に

・F成2年度は当研究所の前身である美術研究所が設立以来60年 の節 目を

迎え,ま た文化財保護法が施行されてから40年を迎えた年であった。 この

間,研 究所は先輩諸氏のたゆまぬ努力により充実発展してきたが,平 成2年

10月にはアジア文化財保存研究室が発足 し,5部1室1課 の体制とな り,ア

ジア文化財保存修復協力センター(仮 称)設 置に向けて大きく前進 した。

その関連事業として,'F成2年11月,ア ジア13力 国及びICCROM(国 際文

化財保存修復センター)か ら文化財保護専門家を招へいして 「石造文化財の

保存」というテーマで,ア ジア文化財保存セミナーを開催し大きな成果を収

めることができた。また,昭 和61年 から進めてきた敦煙莫高窟壁画保存修復

事業については,平 成2年12月 に敦煙研究院と合意書を取 り交わ し,平 成3

年度から5か 年間,本 格的な研究交流を進めることとなった。また奈良国立

文化財研究所とともにICCROMの 機関会員として初めて加盟 し,さ らに平

成3年 度から在外日本古美術品の修復事業 も予算化されるなど,国 際的な

文化財研究機関 として揺るぎない地位を築 きつつある。その他の国際交流

事業としては,14回 目となる国際研究集会を 「文化財と環境」のテーマのも

と,6名 の外国人研究者を迎えて熱心な討議を展開した。また,ス ミソニア

ン研究機構 との研究交流も引き続 き行われている。

この年度の終わりに当たって,濱 田前所長をはじめ数名の職員を定年,転

出等で見送ることになったが,当 研究所の発展に尽力された諸先輩の御努

力に対し敬意と謝意を表する次第である。

平 成4年2月

iihl国立文化財研究所長

西 川 杏太 郎
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1.沿 革

r

1.設 立の経緯

東京国 立文化財研究所は,昭 和27年4月1日 発足 したが 、その 前身 であ り母体 と

な った ものは,昭 和5年 に創設 された政府機 関の帝 国美術院附属美術研究所 である。

この美術研究所 は,大tf-:13'E;7月,帝 国美術院 長チ爵 故黒 田清輝 の遺,雪に より美術

奨励 事業のために寄附 出摺 した資金で遺sft7執行人が選択決定 した 衷業である。す なわ

ち遺 言執行人代表伯爵樺山愛輔は,故f一 爵の遺志 に したが って この資金で行 うべ き事

業の選定を伯爵牧野伸顕に一任 した。牧 野伯 爵は帝 国美術院長福原 錬二郎及び東京美

術学校 長正木 直彦 とはかつて諸方面の意見を徴 し,ま た,わ が国美術研 究の必要に照

らして次の事業を行 うことと した。

(1)美 術に関す る基礎的調査研究機関 として美術研究所を設ける こと。

(2)黒 田子爵の作品を陳列 して同子爵 の功績を記念す ること。

(3)前 二項 の目的を達するために適当な建物を造営す ること。

(4)事 業成立の上は一切 これを政府 に寄附す ること。

2.年 代別重要事項

昭和 元年12月 前記の事業 を遂行す るため委員会が設備 され,東 京美術学校長正木

直 彦が委員長に就任 し,美 術研究所事業については東京美術学校教授矢代幸雄,黒

田子爵作品陳列については東京美術学校教授久米桂一郎 ・同岡田三郎助 ・同和 田英

作 ・同藤島武二及び大給近 清,建 築造営については東京 美術学校教授岡田信一 郎,

会計事務については遺言執 行人打 田伝吉を各委員 として事務 を分掌進行 させた。

昭和2年2月 美術研究所準備事業 を開始 した。

同 年10月 東京 市上 野公園 内 に鉄 筋 コンク リー ト造,半 地階2階 建,延 面積

1,192㎡ の建物1棟 を起 工 した(本 館)。

同3年9月 前記の建物が竣工 したので,美 術研 究所開設のため必要な備品 ・図書

・写真等の研究資料 を設備 し
,ま た,館 内に黒 田r爵 記念室を設け,同 子爵 の作品

一1一



沿 革

を陳列 した。

同4年5月 遺 言執行人代表 者樺山愛輔は,建 物 ・設備 ・研究資 料等 一切の外に

金15万 円をそえて帝 国美術院 畏に寄附 を願 い出た。

同5年6月28日 勅令第125号 に より帝 国美術院に附属美術 研究所 が 置かれ,東 京美

術学校長正木直彦が同研究所 の主事に補せ られた。

同 年10月17日 美術研究所 開所 式を挙行 した。

同7年1月 美術研究所 の研究成 果発表機 関蕗 と して,定 期刊行 物 『美術 研究』

を創 刊した。

同 年4月18日 株式会社朝 日新聞社 より明治大正美術史編纂費 として本年か ら向 う

5か 年間毎年5千 円,合 計2万5千 円を帝国奨術院 に寄附 したい との申出があ った。

同5年5月26日 帝国美術院は この申出を受理 した。

明治人ii:XS術史編纂委 員会鋭釈 を設け,美 術研究所 は明治大1E英 術史の編纂に関す

る事務を行 うことに なった。

同9年10月18日 毎年10月18日 を開所記念IIと 定めた。

同10年1月28日 鉄筋 コン クリー ト造,2階 建,延 面積129㎡ の脅庫が竣工 した。

同 年4月 『日本美術年鑑』の編箒 事務を開始 した。

同 年6月1日 勅148f;に よ り美術研究所,i'c制が公布 された。

研究資料閲覧規租 を制定 し,閲 覧 事務 を開始 した。

同12年6月24日 勅令第28PJに よりX術 研究所官制中改且Eの俳が 公布 され,従 来,

帝国 美術院に附置 され ていたのを文部大臣のlr〔轄 に改められ た。

同 年11月29日 美術研兜所 長職 務規稗,美 術研究所 事務分掌 規租が制定 された。

同13年2月12日 木造,'F雁 建,延 面積97㎡ の'4真 室1棟 が竣1二した。

同19年8月10日 黒 田清輝の作品,並 びに塀真原版を東京都西多摩郡小宮村谷間家倉

庫に疎開 した。

同20年5月28日 美術研究所の図書 ・諸資料全 部を山形県酒田市本町1丁 目本 間家倉

庫3棟 に疎開 した。

同 年7～8月 酒 田市本閻家倉庫に疎開 した図書資料を爆撃の危険 を避 けるため,

さらに酒田市外牧 瞥根村松沢 世喜雄家倉庫 ・観 音寺村村上家倉庫 ・大沢村後 藤作之

丞家倉庫にそれぞれ分 散疎開 した。
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同21年3月29日 酒 田市疎 開中 の図書 ・諸資料 等の東京 向け発送 を終了 した。

同 年4月4日 酒 田市疎開中の図書 ・諸資料 等が東京 に到着 し引揚げ を完了 した。

同 年4月16日 東京都西多摩郡に疎開中の黒 田清輝作 品並 びに写真原版の引揚げを

完rし た。

同22年5月1日 美術研究所官制が廃止 され,国 立博物館官制が制定 された。 美術研

究所は 同館の附属美術研究所 とな った。

国.r.博物館に保存修理課発足。同課内に保存技術研究室を置い た。(保 存科学 部 の

前身)。 昭和23年 度 よ り専任の職nを 配fし 研究を開始 した。研 究 空は 国 立博 物館

本館地 トの修理室の一室(66㎡)に 設け た。

同25年8月29日 文化財保護法の制定 にと もな い,美 術研究所 は文fヒ財保護委員会の

附属機関 とな った。

同 年8月29日 文化財保 護委 員会 事務局設置に ともない,保 存科学研究室は国 立博

物館保存修理課か ら文化財保 護委 員会事務局保存部建造物課 に所属換xと な った。

同26年1月31日 美術研究所組織規程が定め られ第一研究部 ・第二研究部 ・資料部 ・

庶務室が置かれた。

同27年4月1日 文化財保 護法 の一部が改正,東 京文化 財研 究所 組織 規程が 定め ら

れ,美 術部 ・芸能 部 ・保 存科学部 ・庶務室の3部1室 が置かれ,美 術研究所組織 規

程が廃止 された。

また,文 化財 保護委 員会 事務局保存部建造物課保存科学研究室 も廃止 された。

同年7月1日 芸能 部研究室 と して東京芸術 大学音楽学部邦楽科教室2室 を同大学

か ら借用 し,研 究 を開始 した。

同28年4月26日 保存科学 部研究室 として,東 京 国立博物館構内の倉庫132㎡ を改造

の うえ移転 した。

同29年7月1日 東京文化財研究所組織規程 の一部が改正 され,東 京国立文化財研究

所 とな った。

同32年3月22日 東京国立博物館構 内に木造,外 部鉄網モルタル塗,平 屋建,8㎡ の

保存科学 部の薬品庫が竣工 した。

同 年11月30日 従来の2階 建書庫 の うえに さらに1階 を増築3階 建 と し,増 築分延

面積71㎡ が竣工 した。
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同34年4月30日 東京国立文化 財研究所研究受託規程が定め られ,こ の年度か ら受託

研究 が開始 された。

同36年9月16日 東京国立文化財研究所組織規程 の一部が改正 され,従 来の庶務室 は

庶務 課となった。

同37年3月31日 東京国立博物館構 内に保存科 学 部庁舎(保 存科学 部実 験室)と し

て,鉄 筋 コン クリー ト造2階 建延面積663㎡ の建物1棟 が竣1二した。

同 年7月1日 東京 国立文化財研究所組織 規種の一部が改II:され,新 たに保存科学

部に修理技術 研究室 が置かれ た。

同 年7月20日 芸能 部研究室 は,保 存科学部庁舎の竣isに と もない,1日 保存科学 部

庁舎に移転 した。

Irf143'1'・6月1511文部省設置法の一 部が改1Eさ れ,本 研究所 は文化庁附属機関 とな っ

た。

同44年8月231!保 存科学部庁 舎に隣接 して新営 され る別館庁 舎(延1,950.41㎡)の

起 璽二式が行われた。

同45年3月2511前1嶺 己の別館が竣1:し たので,lld年5月26日 竣1二式が行われ た。

1<<J1'・3112511it能 部は,別 館3階 に移 転 した。

同 年5月8日 保存科学部は別館の地階 ～2階 に実験川機械顛の移転据付 を完tし

た。

同 年6月2911保 存科学 部庁禽の1階 の模様 衿r事 に着 チし,同 年10月15日 」二事が

完rし た。

同 年11月211所 艮お よび庶務課は,本 館か ら保存科学 部庁舎の1階 に移転 した。

(本館は,美 術部庁舎 となる)し たが って研究所 の所 森地 友示 は 「12番53号 」 が

「13番27号」に変更 された。

同46年4月1日 保存科学部庁 舎及 び別館の敷地2,658㎡ を東京 国立博物 館か ら所管

換 された。

同48年4月12日 文部省設置法施行 規則の一 部が改正 され,新 たに修復技術部が設け

られ4部1課 とな り,修 復技術部に第一修復技術研究宅及び第二修復技術研究室が

置かれ,保 存科学部修理技術研究r'}は廃1ヒされた。

同52年4月18日 文部省設置法施行規則の一 部が改IEさ れ,情 報資料部の新設に よ り

一4一一



一
沿 革

5部1課 とな り,情 報資料 部に文献資料研究 室お よび写真資料研究室 が置かれ,美

術部資料室 は廃止 された。

lld53年3月20日 本 館構 内の写場等(木 造 平屋建延 面積144㎡)を 取 りこわ し,情 報資

料部研 究棟 として,鉄 筋 コンク リー ト造,地 ド1階,地1:3階,延 面積565.95㎡ の

建物 が竣 ―二した。

同53年4月5日 文 部省設 置法施行規lll」の 一・部が改lilされ,新 たに修復技術部に第1

修復 技術研究室が 置か才した。

同59年6月28日 文 部省組織令が改IEさ れ,本 研究所は文化庁施 設等機関 とな'、た。

平成2年10月1日 文部省 設置法施行規則の…部が改II:されて新たにア ンア文fヒ財保

存研究室が置かれ,5部1室1課 とな った。

3.歴 代 所 長(昭 和5年 ～ 平成3年)

主 事

主 事

所長事務取扱

所 長

所長事務取扱

所 長

所 長 代 理

所 長

所長事務代理

所 長

所 長

所 長

所 長

所 長

彦

雄

作

雄

蔵

蔵

男

一

雄

松

克

男

隆

郎太

直

幸

英

幸

豊

豊

敏

栄

幸

一

延

杏

木

代

田

代

中

中

山

本

代

中

野

藤

田

川

正

矢

和

矢

田

田

福

松

矢

田

関

伊

濱

西

(昭 和5.6.28～ 昭 和6.11.24)

(昭 和6.11.25～ 昭 和10.5.31)

(昭 和10.6.1～ 昭 和11.6.21)

(昭 和11.6。22～ 昭 和17.6.28)

(昭 和17.6.29～ 昭 和22.8.15)

(昭 和22.8.16～ 昭 和23。5.10)

(昭 和23.5.11～ 昭 和24.8.30)

(昭 和24.8.31～ 昭 和27.3.31)

(昭 和27.4.1～ 昭 和28.10.31)

(昭 和28.11.1～ 昭 和40.3.31)

(昭 和40.4.1～ 昭 和53.4.1)

(昭 和53.4.1～ 昭 和62.3.31)

(昭 和62.4.1～,F..成3.3.31)

(平 成3.4.1～ 現 在)
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皿.機 構 ・職 員 ・予 算

東京国立文化財研究所 は,文 化財に関す る調査研究,資 料の作成 お よびその公表 を

行 うことを 目的 として設立 され た文化庁の施設等機関である。 その機構 等は次 のとお

りであ る。

1.機 構

所 長

一6一

庶 務 係

会 計 係

第一研究霊

第 二研究室

L任研究官

演劇研究,.i?

痔楽舞聴研究室

民俗芸能研究室

聖孤 研究官

化学研究宿

物理研究室

生物研究室

1こ任研究官

第一修復技術研究室

第 二修復技術研究室

第三修復技術研究室

文献資料研究室

写真資料研究室

アジア文化財保存研究室



機構 ・職員 ・予算

2.職 員

(平成3年3月30日 現在)

所 属 職 名 氏 名

所 長 所 長 濱 田 隆 (美術史)

庶 務 課 課 長 最 所 親 志

課 長 補 佐 長谷川 憲 康

庶 務 係 係 長 江 原 勉

庶 務k任 人 堀 爵 満

廓 務 補 佐 員 中 村 節 子
" 伊 藤 百合子
〃 白 井 久美子

技 能 補 佐 員 堺 良 子

調 査 員(非) 松 原 美智子

会 計 係 係 長(併) 長谷川 憲 康

係 員 相 澤 かず子
〃 鈴 木 秀 樹

事 務 補 佐 員 志 村 浩 美
〃 宮 崎 章 子

技 能 補 佐 員 遠 田 由太郎

労 務 補 佐 員 菊 地 廣 吉

美 術 部 部 長 関 口 正 之 (日本仏教絵 画史)

主 任 研 究 官 鈴 木 廣 之 (日本近 世絵 画史)

第 一 研 究 室 室 長 三 宅 久 雄 (日本彫刻史)

研 究 員 井 上 一 稔 (日本彫刻史)

調査研究員(非) 佐 野 み ど り (絵巻)

第 二 研 究 室 室 長 三 輪 英 夫 (日本近代絵画史)

研 究 員 佐 藤 道 信 (日本近代絵画史)

" 山 梨 絵美子 (日本近代絵画史)

芸 能 部 部 長 佐 藤 道 子 (寺院芸能)

主 任 研 究 官 鎌 倉 恵 子 (日本近世演劇)

演 劇 研 究 室 室 長 羽 田 閥 (日本中世演劇)

調査研究員(非) 高 橋 美 都 (日本音楽史)

音楽舞踊研究室 室 長 蒲 生 郷 昭 (日本音楽史)

調査研究員(非) 丸 茂 美r一 (舞踊学)

民俗芸能研究室 室 長 中 村 茂/一 (民俗芸能)

調査研究員(非) 三 村 昌 義 (芸能史)
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機構 ・職員 ・予算

所 属 職 名 氏 名

保 存 科 学 部

化 学 研 究 室

物 理 研 究 室

生 物 研 究 室

修 復.技 術 部

第一修復技術 室研究室

第 二修復技術 窒
研究室

夫

夫

郎

光

俊

絵

夫

次

六

克

久

武

陸

良

定

千

英

勝

嘉

蒔

淵

倉

川

尾

浦

野

井

野

輪

里

馬

門

石

平

↓..
佐

新

山

.。.
中

長

官

官

長

長

員

長

D

長

長

究

究

則

研

研

兜

究研

任

任

査

部

主

主

室

電

研

窒

洲

部

(同位体化学)

(分析化学)

(物理光学)

(無機化学)

(計測 工学)

(光化学)

(微生物学)

(応用昆 虫学)

(考占学)

(日本1二芸史)

長 増 田 勝 彦(日 本 工芸史)

　学工

　

ム
」

算

ナ

い

ノフ

　

高

考

u

v

渉

夫繁

邊

木

野川

青

和

良

夫

新

武

適

竹

川

倉

尾

犬

鶴

米

隔

員

長

究研

室

員

艮

長

員

佐補

究

術技

部

電

研

術技復修
室

三
究

第
研

部
室

料
蹴

資

酬

報
燃

情

研究室

(中国絵 画史)

(日本中 世絵画 史)

(rl本中 世絵画 史)

料研究室 室 長事務取扱 鶴 田 武 良

研 兜 員 井7誠 之輔 (東洋絵 画史)

" 長 岡 胞 作 (日本彫 刻史)

専 門 職 貝 橋 本 弘 次 (美術写 真)

" 市 川 和 正 (")
" 野久保 昌 良 (")

化財保存 室 長 西 浦 忠 輝 (材質改 良学)

研 究 員 朽 津 信 明 (地質学)

客 員 研 究 員 野 漂 憲 治 (地球化 学)

// 金 子 克 美 (表面化 学)
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機構 ・職員 ・予算

平成2年 度における退職者

所 属 官 職 名 氏 名 在 職 期 間 備 考

庶 務 課

情報資料部

所 長

技 能 補 佐 員

専 門 職 員

濱 田 隆

遠 田 由太郎

橋 本 弘 次

62.4.1～ 平3.3.31

62.5.6～ 平3.3.30

21.6,15～ 平3.3.31

退 職
'ノ

〃

一9一



機 構 ・職員 ・予算

3.名 誉研究員

氏 名 退 職 時 官 職 名 在 職 期 間 名誉研究員
発令年月日

白 畑 よ し 5.6.3027.8.1 53.10.18

福 山 敏 男 美 術 部 長 23.5.11^-34.4.15 "

高 田 修 〃 27.12.144.3.31 "

登 石 健 三 保 存 科 学 部 長 27.10.150.4.1 "

岡 畏三郎 美 術 部 長 20.5.1551.4.1 "

中 村 傳三郎 美 術 部 第 二 研 究 喧 長 22.10.1-53.4.1 "

関 野 克 所 長 40.4.1x-53.4.1 〃

秋 山 光 和 美 術 部 第 一 研 究 窒 長 16.10.1～42.2.1 54.10.18

久 野 健 情 報 資 料 部 長 20.5.31^57.4.1 57.10.18

川 ヒ 浬 美 術 部 長 21.2.2857.4.1 "

関 千 代 美 術 部 第 二 研 究 室 長 18.12.1558.4.1 58.10.18

横 道 萬里雄 芸 能 部 長 28.3.1651.4.1 59.10.18

上 野 ア キ 情報資料部文献資料研究室長 17.11.359.4.1 〃

江 上 綴 情 報 資 料 部1こ 任 研 究 官 38.5.1859.3.31 "

田 村 悦 子 美 術 部}三 任 研 究 官 22.6.1660.3.31 so.io.is

猪 川 和f 情報資料部文献資料研究室長 22.6.2760.3.31 "

伊 藤 延 男 所 長 53.4.1^-62.3.31 sz.io.is

柳 沢 孝 美 術 部 長 27.4.162.3.31 "

江 本 義 理 保 存 科 学 部 長 27.4.1×62.3.31 "

宮 次 男 情 報 資 料 部 長 30.9.162.3.31 "

三 隅 治 雄 芸 能 部 長 27.10.163.3.31 63.10.18

樋 口 清 治 修 復 技 術 部 長 37.11.163.3.31 〃

田 實 榮f 美 術 部 主 任 研 兜 官 23.3.31^-1.3.31 1.10.18

見 城 敏' 保存科学部物理研究室長 34.4.1～1.3.31 "
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4.平 成2年 度予算

機構 ・職 員 ・予 算

()は 補正後を表す

L
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機構 ・職員 ・予算

5.平 成2年 度特別研究一覧

事 項 金 額

千円
文化財の伝統的保存修復材料に関する研究 4,387

敦煙文化財保存修復に関する調査研究 30,212

日本近代美術の発展に関する明治後半期の基礎資料集成 1,948

仏教系芸能の芸能史的位置づけのための調査研究 2,654

アジア文化財保存侮復協力 センター(仮 称)設 置のため調査 3,058

ス ミソニアン研究機構 との国際研究交流 3,760

有形 ・無形文化財研究支援 デー タベースシステムの構築に関す 2,628

る調査研究

研究用機器整備(電rス ピン共鳴装置) 15,000

計 63,647

6.平 成2年 度科学研究費補助金交付一覧

種 別 課 題 名 研究 代麦者 交 付 額

千円
総合研究(A) 美術史研究におけ る基礎資料の共有化 と

テ ータベー スの活川 米 倉 適 夫 3,000

一般研究(A) II本 に お け る絵 画 ・彫 刻 ・i二tt・la分野 の

モチ ーフ の 交流 に 関 す る調 査 研 究 関 口If:之 3,000

一般研究(B) 石質遺跡 の新 しい保存技術の開発に関す

る研究
西 浦 忠 輝 800

奨励研究(A) 瑞渓周鳳をめぐる絵画世界 島 尾 新 800

" 文化財修復材料 と しての合成高分 ∫の舖
価法 と改良に関す る研究一 アク リル樹脂 川 野 邊 渉 1,000
を 例 と して 一

試験研究(B) プラズマ法による出土金属遺物 の保存修 青 木 繁 夫 2,700
復研究

国際学術研究 中国砂漠地帯における文化財保存のため 輪 嘉 六 2,400

の白然環境に関する共同研究

// 東 アジア地 域の古文化財(青 銅器お よび 濱 田 隆 5,500
L器 ・陶磁器)の 保存科学的研 究

計 19,200
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一
機構 ・職員 ・予算

7.平 成2年 度受託研究一覧

研 究 課 題 受 入 額

円

史跡 ・称名寺境内庭園木橋の塗装劣化防止の研究 230,384

トル コ,カ マ ン ・カ レポ ユ ック遺 跡 出:ヒ金 属 製 品 の調 査 研 究 575,960

一宮神社七星剣の保存修復研究 392,700

風邪引き紙の保存研究 589,050

隈 ・西小 田地区遺跡出土銅鏡 ・銅父 の保存修復研究 602,140

舟塚古墳出土金属製品の保存修復研究調査 691,152

計 3,081,386
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皿 調 査 研 究

中長期研究計画一覧

部 名 課 題 名 研究代表者 期 間

美 術 部 日本におけ る絵画 ・彫刻 ・工芸各分野 の
モチ ーフの交流

美術におけ る地域性及び社会性 の研究

美術に関す る基 礎 資 料 の 研 究 一絵 巻資
料,明 治 後 半期 美 術 資 料及び関東所在
水墨画資料 を中心 と して一

関 口 正 之

三 宅 久 雄

三 輪 英 夫

昭63.4
～ 平3.3

平1.4
～ 平6 .3

〃

芸 能 部 仏教系 芸能 の芸能 史的位置づけのための
調査研究

寺院行 嘉の研究

能楽 の芸能学的調 査研究

日本 汗楽各種 目の 独rl性 と相 々:影響の

研究

採 り物 の研究

佐 藤 道 子

"

羽 川 憩

蒲 生 郷 昭

中 村 茂 ア

昭63.4
～ 平5 .3

昭60.4
～ 平4 .3

平2.4
～ 平7 ,3

平1.4
～ 平6 .3

昭61.4
～ 平5 .3

保存科学部 有機 質 文 化 財 の 光 に よる劣化の定 量的
評価 法の確 、γ

特殊 環境に置かれた文化財 の保存条件の
検対

フォクシングの傑存科学的 研究

浦 定 俊

石 川 陸 郎

新 井 英 夫

平1.4
～ 平7 .3

平1,4
～ 平9 .3

平1,4
～ 平5 .3

修復技術部 文化財の伝統的修復材料の研究(第1
期)

屋外文化財の劣化過樹の調査と修復法の
開発

輪 嘉 六

中 峨 庸 克

平1.4
～ 平5 .3

平1.4
～ 平6 。3

情報資料部 美術情帳処理 システ ムの研究一データの
共有化を中心 と して 一

美術 史に おけ る画像処理技術の応 用に関す
る基礎的研究

日本 ・東洋美術史文献デ ータベースの開
発

鶴 川 武 良

島 尾 新

米 倉 適 夫

平1.4
～ 平11 .3

平1.4
～ 平6.3

昭63.4
～ 平6 .3
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1.美 術 部

一

(1)概 要

美術部は 日本 ・東洋の 占美術 並びに 日本 の近代 ・現代美術 とこれ らに関連 ある西洋

美術についての基礎 的調査 研究を行 い,か つ その成果を公表す ることを 目的 としてい

る。 美術 部は ・r11より構成 され,第 一研究.・,は古美術を担当 し,第 二研究室 は近代 ・

現代美術を担当 している。

研究調査は各時代にわた り絵画 ・彫 刻 ・1二芸の各 部門について,作 品と文献資料 と

の両面か ら実証的に進め られてお り,と もに基礎 とな る研究資料の作成 と整理 とに努

めて いる他,現 代美術の動向に関す る調査 と資 料収 集を も平行 して行 ってい る。 ま

た,作 品に関 し,早 くか ら実施 して きた科学的 な鑑識法を積極的に活用 しているの も

当部 の特色であ る。 さらに情報資料 部員 とは研究や調査 の面で緊密な協力が行われて

いる。昭和63年 度か ら3年 計画で始 ま った情報資料部 と共同の特 別研究 「日本 におけ

る絵画 ・彫刻 ・工芸各分野のモチーフの交流 に関す る調査研究」 は平成2年 度を もっ

て調査 と関係資料の収集を終え,研 究成果 をまとめた。第二研究室では,昭 和63年 度

より特別研究 「日本近代美術の発達 に関す る明治後半期の基礎資 料集成」を4か 年計

画で開始 し,新 たに資料収集 と研究 調査 を進め てい る。そのほか他機関 との共 同研究

による広領域の研究に も参加 している。 なお,研 究員それぞれの研究課題 と内容は(2)

研究 調査活動の項に示す とお りである。

研 究調査 の結果は,第 一研究室全員が編集担当す る機関誌 『美術研究』(昭和7年 創

刊)や その他の学会誌 に発表 し,ま た,第 二研究室 を中心 とす る 『日本美術 年鑑』(昭

和11年 創 刊)を 発行 してお り,単 行 の研究報告 も随時刊行 している。 さらにそのほか

情報資料部 との共同で,研 究成果の一部を広 く一般の理解に資す るために毎年一回公

開学術講座を開催 してい る。なお,黒 田清輝 の遺産 に基づ いて創 立 された 美術研 究

所,現 美術部は黒 田清輝の作品その他関係資料を保管 し,そ の多 くを陳列す る黒田記

念室 は毎週一回木曜 日の午後公開 している。
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第 一 研 究 室

日本及び東洋諸地域の古美術について,各 研究 員が専門 とす る領域 と時代を中心に

調査研究を進あ,主 要問題を捉えた共同研究を行 い,常 に精密 な基礎資料の収集に努

めている。 なお,第 一研究室の研究員は 『美術研 究』 の編集業務を担当 してい る。

第 二研 究 室

明治以降 の日本近代美術に関する調査研究 と,こ れ に関連す る西洋美術及び 日本近

世の洋風美術の調査研究,並 びに現代美術の動向に関 する資料 の収集 と調査 とを継続

して行 っている。 また昭和63年 度 よ り4か 年露h面で特 別研究 「日本近代美術の発達に

関す る明治 後半期 の資料集成」を開始 し,第3年 度の研究調査 を行 った。 とくに現代

美術に関す る調査研究 にお いては,そ の年度に収 集 した資料 を整理 し,そ の成果 を

『日本美術 年鑑』 と して毎年公 刊してい る。'F成2年 慶 は,平 成元年の内容を もった

平成2年 版 を刊行 し,引 続 き'F成3年 版の編集に着 丁した。

また,昭 和52年 度以降実施 して きた鳳田清輝巡 回展は当研究室が中心 とな って行 っ

てお り,平 成2年 度 は八戸 市美術館で開催 した。

(2)各 論

1.美 術における地域性及び社会性の研究(5年 計画の第2年 次)

(])京 ・近江地方所 在の天台系彫刻

本年度は,直 接京 ・近江 に所在す る作品 の調査 は行 わず,人 阪 ・奈 良に所 在 し本

テーマに関係のある次の二作品 を闘査 した。一つは,人 阪 ・長円寺1・一面観音 立像,

一つ は奈良 ・西大寺如意輪観音坐像(:鴨)で あ る
。 前滑 では,そ の 図像的 側 面か

ら,天 台 との関わ りを考え,後 者では近江 ・イ川1、学像 に倣 う作例 と して考察 した。

〈・三宅,井 上,(情)長 岡 〉

(2)外 来 の視覚情報の伝播経路 とその発展の地域的差異

芸術家 の社会的地位

15・16世 紀におけ る絵画マーケ ッ ト

ここでは,美 術の伝播の様態 を作者 と享受者の双方の視点 に立って眺め るもので,

テーマの うち上二者について"雪 舟イメージ"が 形成 されてゆ く過程の追求 と,山 口
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地方 におけ る大 内文化を担 う作品に関す る基礎資料収 集を継続 した。 また,将 来 され

た寧波仏画 と高麗仏画について調査を行い,基 礎資料 を収集 した。

絵画 マーケッ トについては,贈 与論的立場 から15世 紀 の日記資料等に現われ る美術

品の贈答 ・授受 に関す る記事の収集につ とめた。 また,絵 画等 の売買値段,制 作費用

に関す る資料の収集を始めた。〈鈴木,(情)島 尾,(情)井 手 〉

(3)日 本の洋風表現

幕末か ら明治初年におけ る洋風表現の受容形式につ いて,京 都(田 村宗 立他)と 江

戸(東 京),横 浜(充 姓 田芳柳他)と の異同を,写 真の介在を含め て具体的に比較検討

した。 〈三輪,佐 藤,山 梨 〉

(4)中 国の美術運動

主 と して上海で行われた美術展 覧会関係資料 の調査を行 った。<(情)鶴 田>

2.美 術に関する基礎資料の研 究

(1)絵 巻資料

梅津次郎氏収集絵巻資料の点検 。

寄贈 された資 料は,

① 絵巻関係ネガ ・フ ィルムと撮影台帳

② 作品別 焼付け写真

③ 作品別 資料フ ァイル

の三つに大 別する。

1)本 年度は,ネ ガフ ィル ム(約400本)の うち,172本(35ミ リ判156本,6×6

判16本)に つ いて密着写 真を作成 した。

2)撮 影台帳のデータ化 も同時 に進めているが,今 年度は昭和39年 までの撮影分,

800件 の入力を済ませ た。

3)昨 年五月に 「仏教説話画」 に関す る討論会 を開催 した。

〈(情)米 倉,(調)佐 野,(共 同研究員)村 重寧,大 西昌子,千 野 香織 〉

(2)関 東所在 水墨画資料

下記の美術館 ・博物館 ・寺院に於て,室 町水墨画及び関連作品の調査を実施 した。

1)茨城県立歴史館(同 館及び板橋区立美術館所蔵作品)

2)茨城県正 宗寺
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3)箱 根早雲寺 ・正眼寺

4)静 岡県立美術館

調査 ・研究 の成果は,美 術史学会東支部 例会(七 月 於多摩美術大学)に おいて,

次 のとお り報告 した。

1)調 査作 品百数十点 の基礎デ ータをデー タベース化 し,プ リン トア ウ トに作品写真

の コピーを付 して参加 者に配布 した。収録 したのは,神 奈川県立博物館 ・茨城県立歴

史館 ・栃木県立博物館 ・板橘区 立美術館 ・正宗寺 ・岡山県立美術館の所蔵品 であ る。

2)横 田忠司は,中 世の諸史料に見え る関東画壇関係の記事を収集 し,関 東 に於け る

絵画状況についての研究 成果 を報告 した。

3)大 イf利雄は,逸 伝 画家官 南につい て作品及び文献史料を収集 し,そ の室町絵画史

におけ る位置づけを試みた。

<(情)島 尾,(情)井 手,(共 同研究員)河A正 朝,横 田忠 司,相 沢正彦,

大 石利雄,山 ド祐:,小 川知二,坂 口薫 〉

(3)明 治後 半期美術史料

1)明 治期の 美術雑誌 目次の集成

「絵 画叢孟桐,「 日本美術協会報告」,「日本 美術 」,「膚画骨 蔵雑 露」,「研精 画 誌」,

「美術之il本 」等10件,約500冊 の 日次を収 集軌理 した。明治期美 術雑 認の 内お よそ

三分 の一租度 を調査 し得たが,研 究1一で煎要度 の高い ものは人体収集する ことができ

た。

2)年 友史料 の収集 ・整理

美術 雑誌,著 作物,美 術団体史な どに掲 載 され た明 治後 半期美術に関す る年表 を収

集 ・整理 した。<モ 輪,佐 藤,山 梨>

3.特 別研究 「日本近代蔓術の姥逮 に関 する明治後半期碁碗資料集成」

(4か 年計画の3年 次)

本研究は,明 治20年 代以降の 日本近代美術の発達 に関す る基礎資料,特 に内外の博

覧会及 び美術展覧会を対象に,文 献資料の収集 と作 品の調査研究 を行 うものであ る。

第3年 度は,ド 記の調査研究 を行 った。

(1)内 外 の博覧会の概 要を把握す るため,そ れ らに関する文献 の作成 を行 い,中 間

報告 と して 「内国勧業博覧会 ・万国博覧会関係文献所 在 目録」(美 術研究348)を 出 し
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た。

(2)兵 庫県立近 代美術館主催の企画展r日 本 美術 の十九 世紀」 に 出品 され た,第

1,2回 内園勧業博覧回写真帖を は じめ個人所蔵の関連資料を調査 し,写 真撮影を行

い,こ れ らを収集,整 理 した。

(3)東 京国 立博物 館蔵 の内困勧業博覧会(第1-5回)及 び ウ ィー ン万 国博 覧会

笠,1日 博物局 所蔵 の内外博覧会 事務報告 鱒を中心 とす る関連 文献資料 を調査 し,目 録

を作成 した。 ぐ1輪,佐 藤,山 梨>

4.科 学研 究費補助 金による研究 「日本における絵画 ・彫刻 ・工芸各分野のモチー

フの交流に関する調査研究」(一 般研究(A)研 究代 表者 関 日IE之,3力 年

計画の第3年 次)

絵画 ・彫刻 ・工芸各分野 の様 々な側面での密接な関係が,そ の史的展開に人き く反

映 されてい ることは,日 本に おけ る美術のあ り方を端的に示す重要な特色のひとつ と

いえ る。 こうした特色 は,従 来指摘 されなが らも,具 体 例に即 した総合的な解 明は試

み られていない。 本研究 は,モ チ ーフの問題を各分野 の接点 に据 え,絵 画 ・彫刻 ・工

芸各分野における共通 のモチーフを取 り上げて相互 に比較検討 を加え,そ の史的 展開

を明 らかにす ることを 目的 とす る。最終年度にあた り,関 連史料 の調査収集を進 める

とともに各個 のテーマの集中化を図 り,時 代 ・分野 を通 して総合的に討議 しなが ら研

究の まとめを行 った。

(1)古 代中世第一班 は仏教美術について,絵 画では仏伝図 ・仏浬桑図な ど仏伝表現

におけ る変容をモチーフの整理に よって検討 し,彫 刻 ではこれ まで収集 してきた鎌倉

時代に至 る阿弥陀如来 の来迎像の現存作 品,関 連記録 を整理 し,彫 刻における来迎表

現が来迎 図 と緊密 な関連 をもちなが ら,し か も如何 に三次元独 自の表現を加味 しなが

ら展開 してい ったかを考察 した。(今年 度調査作品 大阪 ・四天王 寺,京 都 国立 博物

館,京 都 ・常 照皇寺,和 歌山 ・光台院,栃 木 ・地蔵院,愛 媛 ・宗光寺の各阿弥陀三尊

像)

(2)古 代中世第二班 は肖像画 ・伝 記絵,扇 面画を と りあげた。 肖像 画に関 しては早

雲 寺蔵北条早 雲像,京 都国立博物館 の高僧画像 などを調査 し,中 世の祖師像が顔の表

現以外は大陸 の祖師像を手本 として図像 的骨格 を作 り上げている ことを明らかに し得

た。米倉 は 肖像画研究におけ る問題点 を 「鎌倉時代 肖像画素描」 として発表(第24回
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美術部 ・情報資料部公開学術講座)し た。

扇面 画研究につ いては,工 芸研究 と協力 して東京 国立 博物 館蔵 扇面散 ら し蒔絵 手

筥,MOA美 術館蔵山水図蒔絵手筥を調査 し,モ チーフの伝播に関す る研 究資 料を 収

集 した ほか,日 本に おいては珍 しい画題の作 品(三 教合 面図 紙 本墨 画淡 彩 個 人

蔵)を 調査 した。

③ 近世近代班 の うち,近 世につい ては,宗 達作 品の うえ源氏物請を主題 とす る作

例のモチーフの典拠 を源氏物籍の1}1注釈書 と比較 し,そ の源 泉 を明 らかに した。 ま

た,窒 町時 代後 期から近 世初頭に かけ ての瀟湘八 景図をと りあげ,モ チーフの選択 と

画面1一での配置を八景1糊 の詩歌 ・連歌 と比較 し,両 者の間 の対応関係 を検討 し,そ

の結果を科学 研究費轍告書に発表 した。近代につ いて は,瓜 Ⅲ清 輝作 品の 主題 とモ

チーフに関 し西洋文学 との関連,「 柵 吾り」 を中心 とした詳像 モチ ーフの源 泉等 を明

らかに し,ま た,美 術 行政 とIl長 意匠,お よび意匠,デ ザイ ンと して の明治初期絵画

の殖産興業的位置づけについて研 究 し,そ の成果を科学 研究 費轍 告書 並びに 「美術研

究」に発麦 した。

研兜 分担看は美術部 ・情 轍資料 部の 研究員全員 と修復技術 部第 一修復技術研究室長

中里縛 克,東 京芸術人学美術部教授中 野政樹を加えた14名 である。

2.芸 能 部

(1)概 要

芸能 部は,日 本の伝統 芸能に資するために必要な基礎研究 を行 うこ とを 目的 とし,

演劇研 究室 ・音楽卿踊研究窄 ・民俗芸能研究室の三犠に よって構成 されている。芸能

部の研 兜 目標 と しては,1L・」i;能の理念 ・構造 ・技法お よびその継 承保 存に関す る研究

な どがあ り,そ の研究 に必要 な資料の収集 ・整備,お よび記録の作成 のための撮影 ・

録音 ・録1両などの作 業を行 う。 また,研 究の成果は 刊行 ・夏期学 術講 座 ・公開学術講

座な どに よって公表する。

平成2年 度は,特 別 研究 「仏教系芸能 の芸能史的位 置づけ のため の調査研究」(4年

計画)の 第3年 次にあた り,前 年 に引続 き部をあげ て調査研究を行 った。
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演 劇 研 究 室

日本の伝統 演劇 について芸能学的 に調査 ・研究を行い,ま た,こ れら諸芸能の周辺

にあ って,伝 統芸能 の成立 に深い関係を もつ諸分野について も調査研究を進めてい る。

r成2年 度は,個 人研究 と して 「寺院行事の研究」 「絵画資料に よる近 世演 劇 の研

究 」,共 同研究 と して 「能楽 の芸能学的調査研究」を行い,ま た共同研究 「仏教系芸能

のn:能 史的位置づけのたあの調査研究」に参加 した。なお,「 寺院 行事の研究」では,

過 去20年 にわた って調査 ・記 録を行 った録 音資料に基づいて,諸 宗派の悔過法要形式

の比較分析を行い,こ れ と並行 して,前 紀資料の永久保存のためのPCMダ ビングの

作 業を実施 している。

音 楽 舞 踊 研 究 室

日本 の音楽 と舞踊につ いて,芸 能学的 ・音楽学的 ・舞踊学 的な調査研究を行い,こ

れ ら伝統芸能の成立に深 い関 係をもつ周辺分野について も,調 査研究を進めている。

平成2年 度は,個 人研究 と して,「 日本音楽各種 目の独 自性 と相互影響 の研究」「日

本舞踊におけ る技法の相互影 響の研究」を行 ったほか,共 同研究 「仏教系芸能 の芸能

史的位置づけのための調査研 究」に参加 した。

民 俗 芸 能 研 究 室

全 国各地に分布伝承 され る民俗芸能を対象 とし,そ れ らの保存 ・継承に資す るため

に必要 な研究を行 っている。

平成2年 度は,個 人研究 として 「民俗芸能における採 り物 の研 究」 「上 方落 語 の研

究」,共 同研究 として 「民謡 の研究」を行 い,「仏教系芸能の芸能史的位置づけのため

の調査研究」に参加 した。'

(2)各 論

1.仏 教系芸能の芸能史的 位置づけのための調査研究(4年 計画の第3年 次)

わ が国の伝統的な行事や芸 能が,仏 教 との関わ りの中に展 開 して きた様相を具体的

に解 明 し,文 化史的 ・芸能史 的位置づけを行 うことを 目的 とし,研 究対象 として"延

年"を 取 り上げてい る。
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本年度はその第3年 次であるが,昨 年 度に引き続 いて"延 年nの 実態把握を主眼 と

しなが ら,下 記の調査 ・研究を行 った。

A.伝 存事例の中で古態 を伝 えている と思われ るものの実地調査;白 山神社 「小迫

の延年」 ・岩戸寺 「修正鬼会」の,録 音 ・VTR録 画 ・写真撮影等。

B.修 験系 の伝承事例 と伝え られる ものの実地 調査;山 形県八幡神社 「安久津の延

年」 のVTR録 画 ・写真撮影等

C.関 連資料の調査;醍 醐寺 「年中行事関係史 料」 の調査撮影

D.研 究会 開催;研 究発表 「延年の音楽」

2.能 楽の芸能学的調査研究(5年 計画の第1年 次)

舞台芸術 と して の能楽の技法を多角的に捉 える ことを 目的 と し,今 年度は下記の調

査研究を行 った。

A.能 の唯 チ事 につ いて数年来行 って きた分析 の結 果を 『能の嘱f事 』 と して刊行

した。

B.仏 教 行事におけ る齢義 と能 の小段の ロンギのかかわ りにつ いて,基 礎 データの

カー ド化を行 った。

C.金 春流桜間家蔵 の明治初期 文書を閲航 し,そ の資料的意義 を考察 した。

D.外 国人に よる能 楽研究 の実状につ いて資料 と情 報を収集 した。

3.寺 院 行事の研究(6年 計回の第5年 次)

寺院行事が内包する多種 多様 な要素 の中か ら芸能的要素を抽 出 し,各 宗派 にわ たる

調査研究を行い,そ の変遭 ・分化をあとづけ ようとす る。 本年度は悔過 法要 の詞 章を

本尊別に分析 してその展開 を追 い,そ の成果を 「芸能 の科学19」 に公友 して完結 させ

る。な お,僻 地に伝存する悔過 会の中,奈 良県山間部一 野迫 川村一の 「おこない」に

ついて実地調査を行い,南 九州一帯の悔過会伝存状況の調査 を行 った。(佐 藤)

また,醍 醐寺所蔵史料の調査研究に参加 し,現 在は伝承の絶 えている同寺 の悔過会

が盛行 してい た時期 と,法 要の構 成につ いての検討を行 った。(高 橘)

4,絵 画資料によ る近世 演劇の研究

近 世風俗画及び絵入 り浄瑠璃本 ・絵 入 り狂 言本の挿絵か ら当時 の舞 台の様 相 ・観客

お よび読者 の要求を検肘す る。今年度 は,特 に風俗画を比較 検討 し,い わゆる絵空事

の部分 とそ うでな い部分 とを検討する。(鎌 倉)

_22_



1

保存科学部

5.日 本音楽各種 目の独 自性 と相互影響の研究(5年 計画の第2年 次)

本年度は,催 馬楽,平 曲,新 内節を と りあげた。催馬 楽につ いては,古 楽譜を収集

し,楽 譜資料 ごと,曲 ごとの記載事項等を整理 した。 平曲につ いては,曲 節名 と他種

目の理 論用語 との関係を考察 した。新 内節については,前 年度 に得 られた 「蘭蝶」の

メログラフチ ャー トと詞章 との対応関係を分析 した。(蒲 生)

6.民 俗芸能に おけ る採 り物の研究(7年 計画の第5年 次)

民 俗芸能 を総合 的な視野 で把握す ることを 目的 とする。 そのために,各 種 目の構 造

・技法分析 の一環 として,各 種 芸能に さまざまな形で川いられ ている裸 り物一 特に扇

一 の意義 ・種類 ・技法 などに関す る分 析結果 を ,夏 期学 術講 座 におい て発 友 した。

(中村)

7.日 本舞踊における技法の相互影響の研究

こんにち演 じられる ことの少 ない舞踊作品にみ られる"振 り"を もとに して,技 法

の変遷や伝承の背景を考察 している。本年度,そ の成果の一部を芸能部公開学術講座

にお いて発表 した。(丸茂)

8.民 謡歌詞の様式研究

全 国的な民謡歌詞調査結 果に基づ き,近 畿地方の歌詞 カー ドの作成 を進 めた。(中

村 ・三村)

9.上 方落語の研究

「忠 臣蔵」に受容 された落語 の分類 を行 い,そ の成果の一部を芸能部公開学術講座

において発表 した。(三村)

3.保 存科学部

(1)概 要

文 化財の材質 ・構造 ・劣化に関す る科学的研究な らびに文化財を取 り巻 く環境の研

究を行 っている。研究成果は修復技 術部 と共 同編集の機関誌 「保 存科学」に より公表

され,文 化財 の指定 ・保存対策 ・修 復処置の基礎資料 と して役立て られ ている。研究

組織 は化学研 究室,物 理研究室,生 物研究室 の3室 か らな り,ar成 元年度 よ り東京大

学理 学部 野津 憲治助教授 が客員研 究員(併 任)と して研究に加わ っている。
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化 学 研 究 室

化学研究室では文化財の材質及び保 存に関す る問題点を化学的手法を用いて調査 ・

研究 している。X線 分析法,光 学的分析,質 量 分析法な どを用 い,主 として金属文 化

財 に関す る劣化,保 存対策,材 料産地 な どの問題 につ いて研究を進めてい る。

物 理 研 究 室

物理研究室では文化財の材質及び保 存に関す る問題点を物理的手法を用いて調査 ・

研 究 している。文化財の材質,構 造 を調査するノ∫法 と して γ線 ・X線 ・紫外線 ・赤 外

線 な どを用 いて いる。 また展 示,収 蔵,梱 包な どの文化財を保存する環境の評価 と劣

化防 止の方法について研究を行 っている。

生物 研 究 室

生物研究室では文化財の保 存に関 する問題点 を生物学的な見地から澗査 ・研究 して

いる。 文化財の生物に よる劣化,す なわち微牛物・や昆虫等に よる被一Ni'の実態 調査,そ

してこれ ら加害生物に よる劣化の機構 を明らかに し,加 害生物防除法 の研究 と開発を

行 っている。

(2)各 論

1.有 機質文化財の光 による劣化の定量的評価法の確立(6年 計画の第2年 次)

咋年度に引統 き,紫 外線照射(短 波長,長 波 長),オ ゾン曝衡,電f線 照射な どで強

制 劣化 させた絹について,紫 外"∫視 分光,赤 外分光,核 磁気共鳴,化 学発光 などの状

態分析 を行い,走 査電 子顕微鏡 を川 いた外 見1:の 変化の観察,破 断拭験に よる強度の

変化の調査な どを行った。結果 は昨年度行 った チ佛研究の結 果を裏付け るもので,紫

外線照射に よる絹の光劣 化は絹繊維のE要 部で あ るフ ィプ ロインの非結 晶領 域 や,

フ ィプ ロイ ンを取 り巻 くセ リシ ンに含 まれ る芳香族ア ミノ酸 に宅と して起 きて いる。

また,江 戸時代の絹の紫 外可視吸収 スペ ク トルを しらべた ところ,新 しい絹に くらべ

て 芳香族 ア ミノ酸の特性 吸収 の強度が低 ドしていて,継 年変化と強制劣化 との間に相

関 があることがわか った。

2.特 殊環境に置かれ た文化財の保存条件の検討(8年 計画の第2年 次)
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新 設の博物館館 内は,コ ンク リー ト中か らのアル カリ性物 質を含 んだ水分が多量に

蒸発 して くる。 このアルカ リ因子が実際に どの程 度の影響 を与えるのか,曝 露実験を

行 った。

フ ィール ドと しては,滋 賀県栗東歴史博物 館内の空気 調和機 の設備 されて いない部

歴 で行 った。設置時期 は'F成2年7月13日 である。 試料 として浮世絵版画に用い られ

ている絵其,絵 絹,顔 料,銅 板,鉄 板等を用いた。約 半年 の中間測定では,版 画の絵

具の うち,育 と黄色 の部分が 朋らかに影響を受け ている ことが肉眼 で認め られた。

3.7オ クシングの保存科学的研究(4年 計画 の第2年 次)

フ ォクシ ソグ部位成 分のなかで も特徴的に存在 する成 分を供試 して,こ れ らの成 分

が どの ような組合せ で どのよ うな環境条件の とき,フ ォクシ ングを形成するかについ

て検 討 した。 その結果,グ ル コースと γ一ア ミノ酪酸,オ ルニチン,aア ラニ ン,

グ リシ ン,セ リンのそれ ぞれ を麻紙上に組 み合せ てスポ ッ トし,相 対湿度75～84%,

温度25～30℃ に約40日 間保 ったとき,フ ォクシングが形成 され ることを実験 的に証明

した。

4.文 化財 の材質 ・構造 ・技法に関する研 究

(1)分 析 手法

a.銅 一スズー鉛合金 の定量分析法の確立

既知濃度 の銅一スズー鉛合金を測定 し,蛍 光X線 強度 と濃度 との関係式 を求 めた。

この研 究に より,銅 一スズー鉛合金の3成 分に関す る定量が可能 とな り,ま たスズ

が高濃度 になると定量性がな くなる事がわか った。(平 尾)

(2)木 造 文化財

a.東 大寺仁王像 の刻苧漆 ・彩色下地 の調査研究

刻苧 漆中の繊維 を分析 した結果,3cmに もお よぶ麻 を用 いて いる ことがわ

か った。 また,彩 色下地に用い られた砥 の粉 のサイ ズや砥 の粉層 の厚 さを 計測

し,修 復材料選定 の参考に供 した。(佐 野)

b.X線 透視撮影 による調査研究

所蔵 者の依頼 に より,国 宝中尊寺金色堂 旧巻柱の撮影 と調査 を行った。

(石川)

c.出 土水浸木材 の保存処置方法の研究

一25一



調 査 研 究

檜,松,銀 杏な ど各種 の材 の木 ロ,柾 目な どで の保存処理薬剤の注入の度合 い

を観察 し,保 存処置方法の良否を検討 した。(佐 野)

(3)絵 画 ・顔料

a.赤 外線,エ ミシオ グラフ ィ及びX線 透視撮影に よる研究

所蔵者の依頼に よ り,下 記の作 品の撮影 と調査 を行 った。

① ファン ・ダイク作(伝)「 リナル ドとアル ミーダ」(個 人所蔵)

②小 出楢重作 「少年像」(東 京国立近代 焚術館蔵)

b.下 地 の分析

(三浦)

骨 が混入 され たといわれてい る経櫃(千 葉県)の 下地 を分析 した 。EPMA,

X線 回折 の結 果,骨 の存在は 立証 されなか った。

江戸末期,明 治初期 の白色下地の分析をお こない,貝 胡粉 およびペ ンキ材のチ

タンホ ワイ トな どを検 出 した。

c.中 国の絵画材料 の分析

中国で模'ケの際使 川 され る絵画材料についてEPMAを1#Jい て 分析 し,そ の粒

度や含 まれてい る微 量Jl:素等 を明らかに した。(佐 野)

(4)金 属文fヒ財'

a.鋼 製品,青 銅製品の材料産地推定

各地教育委員会,発 掘 事務所,埋 蔵文化財 セ ン ターな どか ら,各 種 の青銅 製

品,占 墳出1の 銅製品,伝 世の仏像 などに関 して鉛同位体 比測定 の依 頼が あ り,

材料産地の推定を行 った。(平 尾)

b.熊 本江 川船山 占墳出1二品 の調査

銅鏡,銀 製品な どを螢光X線 分析 し,化 学組成に関する情轍を得た。(平 尾)

c.法 隆寺四 十八体仏の材質調査

昨年 まで で一回 目の蛍光X線 測定 が終 ったが,化 学組成 に関す る情 報が不足 の

資 料 もあった。 これ らを再測定 し,関 連金銅仏の測定 も加えた。 考察 は今後行 う

予定である。(一 部,法 隆 寺館 との共同研究)(平 尾)

d.鍍 金資 料の測定

昨年 度に引続 き,蛍 光X線 分析を行い,鍍 金に関す る情 報を得 た。 鍍金 の厚 さ

と金の蛍光X線 強度 との関係,水 銀の残 量について検討中である。(平 尾)
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金層 の厚 みや表面の状態等が鍍金方 法(消 し鍍 金,箔 鍍金)に よ りどのよ うに

変わ るか研究 し,水 銀を蒸発 させ る際 に生 じたと考え られ る穴 の分布に差を認め

た。(佐 野)

e.銅 ・青銅製品 の分析

東京 国立博物館,全 国の教育委員会,発 掘 事務 所か らの依頼 で,貨 幣,仏 像,

鏡,鐡 な ど約50点 を蛍光X線 分析法で分析 した。(平 尾)

f.X線 透視撮影 による調査研究

所蔵 者の依頼 に より,人 馬彩豊鏡(東 京国立博物館 蔵)の 撮 影と調査 を行 った。

(三浦)

g.隈 ・西小田地 区遺跡出 土銅鏡,銅 文の保存修 復の研究

福岡県筑紫野 市出土 の銅 爽の鉛同位 体比を分析 した。資料は幾つかの断片に分

かれていたが,そ れ らの関連性がは っき りした。 また資料 の鉛 の産地 と して中国

北部産の鉛を利 用 している場合 と,朝 鮮産の鉛を利用 している場合,そ して明 ら

かに混合 している と判断 され る場合があ った。(平 尾,受 託)

h.ト ル コ,カ マ ン ・カ レポユ ック遺跡出土金属 製品の調査研究

トル コ共和国カマ ン ・カ レポ ユ ック遺跡出土の銅製 品約50資 料 について,化 学

組成 と鉛同位体比を分析 し,材 料の産地に関する情報 を得 た。 これに よると紀元

前18世 紀か ら12世紀 までの ヒッタイ ト時代には純 銅製の銅器を利用 して お り,青

銅はなか った。また銅の産地は遺跡の南約300kmに あるタ ウル ス山脈 と推定 され

る。紀元前8世 紀か ら4世 紀 までのブ リギア時代 には青銅製品 が現われ,銅 の産

地 も複数にな った事が認 め られ る。(平 尾,受 託)

5.材 質の劣化に関する研究

(1)紙 質文化財

a.和 紙 の劣化に関する研 究

風邪引 き紙 の表面の分析 を行 ったが,特 定元素の濃縮や微粒 子の沈着な どは検

出されなか った。 また,風 邪引 き部 の特定 の為に,硫 酸 銅 な どに よる染色 を行

い,そ の分布 につ いて検討 した。詳細に検討する と,風 邪 引き部の出現の しかた

は3種 類 あることが明か となった。(新 井,佐 野)

高温,低 湿度下で強制劣化され た和紙に発生 した黒点の発生原 因を調べた とこ
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ろ,焦 げて断裂 している ことがわか った。(佐 野)

(2)染 織 文化財 ・染料

a.絹 の劣化 の研究

絹の劣化度 を定量的に判断す る分析手法 の検討 を継続 中 であ るが,化 学 発 光

法,紫 外可視分光法,お よび電 子ス ピン共 鳴法 の3手 法が 有効 で あ るこ とが わ

か った。

高湿度下でオ ゾン曝露 し人工劣化 させた絹の表面に結 晶生成 が認め られ,劣 化

方法の改良が必 要である ことがわか った。(佐 野)

(3)絵 画 ・顔 料

a.油 彩画の劣化 とその原因究 明に関す る研究

前年度に引続 き,油 彩画に発生 した結晶について非破壊 式蛍光X線 分析,X線

回折法に よ りその紐 成の同定を行 った。本年度は7点 について測定 した結果,結

晶の主な成 分 と して硫酸`ll乏鉛が検 出された。 これは ード地顔 料,絵 具に要因がある

と予想 される。 しか し,亜 鉛化n物 以外の結晶(硫 酸 カル シウムな ど)も 検 出さ

れてい るため,他 に も結晶生成 の要因があ ると考え られ る。(門 倉)

(4)金 属文化財

a.青 鋼錆の研兜

修復技術部 と共同に より出f:遺 物 および脱塩処理作業 における陰イオ ンの挙動

を イオ ンクロマ トグラフィーによ り測定 した。(門 倉)

b.出 上育銅遺物中の スズの原t・価状態の研究

メスバウアー分光法お よびX線 回折 を用いて,出 上青銅遺物 中のスズの原 子価

状態を分析 した ところ,マ ラカイ ト層,Cu,O層 中で ともにスズは4価 であ り,分

析 した時点ではすでに完全に酸化 を受けてい ることが明か とな った。

(佐野,朽 津)

(5)石 造文化財の調査研究

a.元 箱根石仏群の保存

箱根町の依頼に よ り元箱根石仏群の劣化状況の調査を行 い,今 後の保存対策 に

つ いて提言を行 った。予備的な調査に よ り,岩 体に生 じている亀 裂,劣 化に よる

石 の空 隙率の増加 と強度の低下,冬 期 の月平均気温が零 下になる気象条件な どの
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問題 をかかえていることがわか った。

b.小 高町薬師堂石仏 の保存

小 高町薬 師堂石仏 の調査を継続 して行 った。

(6)遺 跡 ・住居跡

a.三 殿 台遺跡住居跡 の保存処置を行 った(修 復 技術 部 と共 同)。

6.環 境に関する調査研究

(1)温 度 ・湿度 ・水分

a.中 尊寺金色r-J・f`.の調査

保存科学部

(三浦,馬 淵)

(三浦)

(三浦)

中尊寺金色常 の燃蒸 にともない,燃 蒸中の温湿度変 化を調査 した。煉蒸後の外

気取入れに よる 目だった変化 はみ られ なか った。 この他,中 尊寺 で現在展示 ・収

蔵施設 として用いている讃衡蔵 の温湿度測定 を開始 した。外気が流入す る展示室

の湿度はかな り高い。(三 浦,石 川)

(2)大 気汚染

a.正 倉院展の展示環 境調査

文化財の環境におけ る汚染 因子 の調査は従来か ら行 っているが,東 京国立博物

館 にお いて開催 された正倉院 展の展示環境中 の硫黄酸化物 の測定 を行 った。屋外

の硫黄酸化物は31ppbで あったが展示室内では0.7～0.9ppbが 検 出された。

(門倉)

b.酸 性雨

近年話題にな ってい る酸性 雨つ ららに着 目 し,異 な る地 点で採 取 した コンク

リー トに見 られ る結晶性物質をX線 回折法で測定 した。現在 までに同定 された化

合物 はいずれ も炭酸 カル シウムであった。

箱根彫刻 の森美術館屋外彫 刻に析出 した白色結晶についてX線 回折法に よ り分

析 した結果,硫 酸 カル シウムが検 出され た。 内部に残存する鋳型 の1部 が雨水 の

侵入に より溶 出 し再結晶 した もの と考xら れ る。(門 倉)

(3)ア ルカ リ因子

a.「 アルカ リ因子」 に対す る意識調査

建築 業界 におけ る 「アル カ リ因子」への対応 について調査 し,ま た,過 去の研

究成果 につ いて集約を試みた。(佐 野,三 浦)
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調 査 研 究

b.不 良環境下 での曝露試験

岩絵の具などの絵画材料 お よび絹 を,「 アル カ リ因子」濃度 の下 が らな い博物

館中で実際に曝露 し,曝 露試験前後 の試料の化学状態について分析 を行った。

(佐野,石 川)

(4)生 物

a.写 真資料のカ ビによる被害

カラーのス ライ ドや 印醐紙 に発生す る ピソク色の斑点は,好 桐性 のカ ビが代 謝

生成す る有機酸 に起 因 した。(新 井)

b.古 墳壁画の褐色斑点

エ ジプ トのツ タソカー メソ{1纂 聖画の褐色斑点が絶対好稠性 カビに属す るペニ

シロイデ ス菌に起因す る ことが判明 し,一一種の フ ォクシングである と考えられ た。

(新井)

c.水 潰け木製 品の保存 展示

出 上木製品の水潰 け展 示中の水槽 に緑藻が増殖す る。その防除対 策を検 討 し,

光合成阻害剤の1種 が有効であ った。(新 井)

d.屋 内浮遊菌の制御 法

ブラジルで発明 され た空中浮遊 菌制御器 ステ リレールの効力を調 査検討 した。

その結果,本 器を2.5m3容 の密 閉空 閥で作動 させ ると67時 間でその空間の微 生物

が滅 菌され,顕 著な防除効果を示 した。(新 井)

7,調 査 ・指導

(1)展 示 ・収蔵環境

下 記の 博物館 ・美術館 ・資料館 などの姐 内環境について,温 湿 度 ・照 明 ・汚染 因子

な どの調査 を行い,適 切 な条件で作 品の収蔵 と展示がで きる よう調査指 導を行 った。

(石川,三 浦,佐 野)

所 在地 館 名

北海道:北 海道立函館美術館

岩 手:岩 手県立博物館

秋 田:秋 田市千秋美術館

山 形:天 童市美術館

茨 城.水 戸芸術館

県立つくば美術館

東 京 世田谷区歴史民俗資料館

葛飾区歴史資料館
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千 葉:千 葉県立中央博物館

神奈川:横 浜美術館

岐 阜:中 津川市苗木遠山史料館

愛 知:メ ナード美術館

安城市立歴史博物館

石 川:石 川県立歴史博物館

滋 箕:大 津市歴史博物館

栗東歴史博物館

京 都:北 野天満宮宝物館

大 阪:大 阪府弥生文化博物館

兵 庫:芦 屋市美術博物館

西宮市大谷記念美術館

姫路市文学資料館

(2)生 物被害の防除

保存科学部

小野市好古館

島 根:益 田市雪 舟の郷記念館

出雲市文化伝 承館

広 島:ふ くやま市立美術館

吉田町歴 史資 料館

徳 島:徳 島県郷 土の森博物館

徳島県文化の森美術館

香 川:高 松市美術館

高 知:高 知県立歴 史民俗資料館

福 岡:福 岡市博物館

大 分:大 分市歴 史資 料館

熊 本:八 代市博物館 未来 の森 ミュージ

ア ム

a.広 島県立歴史博物 館で,燥 蒸設備の点検,水 漬け木製品の藻類対策,正 面玄

関に群が るハ ト対策を検討 した。

b.埋 め戻 してあ った馬絹 古墳横穴石室の 内部状況調査の際,生 物学的調査 も実

施 した。

c.重 文 旧目黒邸(新 潟県守 門村)の 中倉 と新 倉 で,ナ ミダ タケ,オ イ ジ ウム

菌,ヤ マ トシロア リの甚大な被害 があ り,そ の対策 を検討 した。

d.国 立歴史民俗博物館第2展 示室 の一部に壁 面及 び紗布 にカ ビの発生が発見 さ

れ,調 査す るとフォクシソグ要 因カ ビの繁殖が判明 した。 その防除対策 を具申 し

た。

e.東 京国立博物館で発生 した加害生物を調査 し,対 策 を講 じた。

i.資 料館書庫:絶 対好稠性 カビとチ ャタテ ムシ

ii.12号 室:ヒ メカツオブシムシ

iii.東 洋館第8室:ヒ メ カツオブシムシ,ヒ メマルカツオプシムシ

f.三 井寺名宝展で園成寺蔵 の襖 「松に山鳥図」 の昆虫 の食痕は,ゴ キ ブ リの食

痕 と判定 した。
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調 査 研 究

g.三 ヶ日町郷土資料 館の展示 ケースで採 集 した昆 虫は,タ バ コシバ ンムシで

あった。

h.国 立国会図書館で購 入 した書籍の羊皮 の表紙に カビ繁殖の痕 跡があ り,こ れ

を調査 して煽蒸処理 した。 なお,書 籍 の前小 口には,ネ ズ ミの食痕 も認め られた。

4.修 復技術部

(1)概 要

文化財の修復に関す る調査研究,科 学的修復方法の開発研究 とその公表,応 用を主

務 とす る。研兜の対象は美術L'芸 品,建 造物,考 占資料,民 俗資料な ど,有 形文化財

のすべ てが含 まれ る。

胤織 と しては,文 化財を構成する主材料 に合わせ て3研 究窒か らな っている。

第一絡復技術研究室は,[二 芸品,建 造物 な ど木材及び漆を3と する文化財の修復に

関す る科学的,技 術的研究 とその結 果の公 表を行 ってい る。

第 絡 復技術研究室は,書 籍,考 占資料,絵 画な どを 　:と して織維 または,皮 革を

1る材料 とす る文化財の修復に関す る科学的,技 術的研兜 とその成果の公表を行 ってい

る。

第 絡 復技術研究室は,建 造物 ・考 占資 料 ・美術1二IL'K品な どの金属,石 材,そ の他

無機材 質の文化財 の修復に関する科学 的,技 術的研究 とその成果の公表を行 っている。

とくに,科 学的 な修復力法の開発は,合 成樹脂 を利川 した修理や,プ ラズマ法によ

る保存処置など保存修理の実際に大きな成 果をあげ てい る。

一力
,文 化財 の修復に関す る研究は,文 化財その ものの材質,製 作 技法に関する科

学 的研究を通 して,相 配関係を実証するこ とが重要な課題であ る。平成元年度からは

修復技術部の中長期研究 テーマとして,『文化財 の伝統的保存鯵復材料に関する研究』

を4か 年計画で着手 した。

また,と くに屋外 にある不動産文化財の保存 が今 日的な問題 とな りつつある現況を

踏 まえて,『餓 外にある文化財の劣化過程 の調査 と修復方法の研究』 を テ ーマ とす る

共同研究を平成 元年度 から5か 年計画で発 足 させ,2年 次を終えた。
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修復技術部

(2)各 論

1.文 化財の伝統的保存修復材料 に関する研究(4年 計画の第2年 次)

A物 性 に関す る調査

(1)膠 着剤(漆 ・膠 ・糊 ・天然樹 脂)

a.漆

機器分析に よる漆な どの同定 方法を検討 した。ii)rl都浄 真 芋の乾漆像を対象 とし

た測定の結果,FTIRに よって,漆 が検川で きることを確認 した。なお,同 試料の ド

地 部分か らは漆を検出する ことはで きなか った。 ド地 材料 と して使川 され るこ との

ある小麦澱粉お よび米澱粉 についてはFTIRに よって両者の相違は 見いだせ なか っ

た。(川 野辺)

b.膠 ・カゼイン

建造物 などに用 いられた材料 の うち膠や カゼ インな どの タンパ ク質を主成分 とす

る材料を試料の ア ミノ酸組 成から同定 した。 これ らが 固有の ア ミノ酸成 分を有す る

こ とを利用 して いる。具体 的には山形県庁舎天井部分 に用い られた試料 につ いて分

析 し,用 いられた材料がカゼインであることか 明か となった。(川 野辺)

(2)修 復材料

a.補 絹用絹

オゾンおよび紫外線に よる修復用絹 の劣化条件の検討 と劣化装置の開発 を行 った。

種 々の条件下で得 られた劣 化絹 を実際 の修復材料 として使用比較 を行 った。その結

果,従 来 の電子線劣化絹に比べて よい結果 を与 える条件が見いだされた。 より簡便

な劣化装置 の開発を行 っている。 オゾンを用いた劣化絹が実 際の修復材料 として使

用 できる感触が得 られた。(川 野辺)

b.合 成樹脂

パラ ロイ ド72な どと類似 の構造 を有す る一連のア ク リル樹脂 を調整 し,紫 外線,

オ ゾンな どを用 いて劣化試験,実 際の修復における作業性 の検討 を行 っている。

(川野 辺)

B材 料に関す る調査

a.漆
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中尊寺金色堂 巻柱 の技法 を調査 し,漆 下地 と考え られていた ものが,米 糊 を膠着

剤 とした可能性 が強 くなってきたので,8世 紀か ら12世 紀の文献資料か らこの仮説

を裏付ける資料を収 集する ことを行 った。(中 里)

「延喜式」四十 九

造神 楯四枚

其料(中 略)梗 米六升 二合著裏料

「延富式1二事解」に よると,梗 米は(中 略)水 に浸 して磨 して泥の ごと くなら

しめ,煮 熱 して厚糊 として,用 いて布 を粘著す るの料な り,と あ る。

「延寓式」一 し内匠 御 斗帳一其。鮎料梗米二升。(中略)四 尺屏風 四鮎料(中

略)梗 米八升張布料

「頬聚雑要抄」第四

張柱形

用途料

真漆 一:{.。着布一丈

絞網 六丈。綿1`両

梗 米(米 い)一 斗。辞1四 斗

掃贔 三升。

「顛聚 雑要抄」 第:

1司張 一基嬢反度

真漆 一;}。

梗米一 斗。 春L二 斗

掃墨 ヒ升。廊布一 丈

な どが見いだ された。(中 墨)

b.金 属

収集銅,鉄 製品の材質 と結晶構造 の調査

放射化分析を行 うための原子炉(武 蔵 工業大学)が 修理 中で今年度 も分析ができ

ず 調査 が進 んでいな いが,本 年度は以 ドの建築 部材の収集整理を行 った。(青 木)

① 重要文化財 市川市法華経寺祖師堂鉄釘

②重要文化財 茨城県小 山寺相輪お よび鉄釘,銅 板
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修復技術部

③重要文化 財 日御崎 神社銅金具

2.屋 外文化 財の劣化過程の調査 と修復法の開発(5年 計画の 第2年 次)

(D塗 装材料 ・技法

a.日 御崎神 社(島 根県斐川郡)

種 々の塗装 仕様に基づ き屋外暴露用手板を作成 し,現 地暴露試験 と,神 社各所 の

木材水分量の測定を行 った。その結果,実 験用 手板と実際 の部材 との間に大 きな相

違 が認め られ たために,神 社回廊の一部で,6種 類 のit:様で試験塗装を行い,締 過

を観察中である。実験室 で作成 した試料 片 と現地で行 った実験結果の相違 が,認 め

られ,そ の原 因を検討中 であ る。

b.称 名寺庭 園木橋(神 奈川県横浜lfゴ)

昨年の研究 によ り塗装劣化の原因が合成樹脂 の選択 と顔料含有量の過剰 であるこ

とが明らかに なった。 これ らの点を踏まえ,再 塗装仕様を提案 し,現 地 での塗装実

験 も行った。平成2年 末 に塗装は完成 した。

c.厳 島神社大鳥居(広 島県佐伯郡)

大鳥居修復 に伴い,根 継ぎ部分の海水 ・生物 による被害に対する塗装について検

討す るために,現 状の被 害状況調査 を開始 した。平成5年 度 までに調査 ・実験を行

い,塗 装仕様 を決定 する予定 である。塗装 だけ でな く,機 械 的強度 にも貢献で きる

ような材料を計画 してい る。(川 野辺)

(2)木 造文化財

a.風 食痕の検出装 置の開発

木造文化財 の風食 痕を検出 し,写 真撮影す るために,細 型蛍光灯を用いた小型の

ス リット照明装置を開発 した。京都府お香の宮で実験 を行 い,肉 眼では検出できな

か った複数の画面の検出に成功 した。 さらに,ス トロボ装置を用 いる風食痕撮影装

置 の開発を計画 している。(川 野辺)

b.海 水に浸積され た木材 の修復方法の開発

海水中に浸積され た木材 の劣化状態を知 るために,X線 撮影,超 音波測定,フ ァ

イバ スコープに よる直接観察な どを用いる方法を検討 した。 これ らの測定 の実験の

ため に,広 島県厳 島神社 の大鳥居について実験 を継続中である。 この測定 をもとに

して,大 鳥居 の修復方法 の検討を行 う予定である。(川 野辺)
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c.建 造物彩色の調査

京都高台寺 開山堂(桃 山時代)の 彩色を調査 した。(三 輪 ・中里)

d.塗 漆建造物の調査

京都高 台寺霊屋は,昭 和29年 に修理 されているが,再 び,塗 漆部の破損が 目立つ

ようにな り,修 復 を前提 とする実状調査を行 った。(三輪 ・中里)

(3)屋 外におかれ た金属 の腐食機構の解明

日御碕神社の飾金 具は,海 か らの塊分 を含んだ雨,強 い風 による海塩粒子を含んだ

飛沫のため腐食が激 しい。昨年度 の実験紡果か ら以 ドの ような実験 を行 ってい る。

DX線 回折分析 に よる腐食生成物 の同定

蛍光X線 分析 の結 果,微 量 の鉛,亜 鉛 を含ん だ銅 であ るこ とが判 って いる。

唄,宝 珠か ら緑色 部分 と赤紫 色部分の錆 を採取 して分析 した。

その結果①緑色錆 一一一→塩基性 堀化銅(Atacamite)

②赤紫色錆 一一→酸化鋼(Cuprite)

これ によっていわゆ るブ ロンズ病 と云われている錆が生成 され ている ことが判

明 した。

2)耐 候性試験

サ ンプル

6×5cm× 厚 さ0.5mmの 人 きさの電気銅銅 板を使川 して

①電気 メッキ(メ ッキ厚 さニ ッケル0～30,金0.1～5μ)

②電気 メ ッキ上にプラズマ処理(継 化チ タン3μ)

③水銀箔鍍金(箔 約5枚1μ)

④①の一部にア クリルーウ レタン樹脂の竃着塗装

耐候性試験

① 日御碕での暴露 試験(平 成2年9月3日 か ら開始)

②塩水噴霧試験

③ キ ャス試験

これ らの試験 の結果

①ニ ッケルの下地 メ ッキは,素 材の腐食 抑制に効果がな く,素 材 に直接 金メ ッ

キを行 う方 が腐食抑制効果があ る。
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②金 に対す る樹脂 の付着性 を向上させる電着 塗装 は,か な り効果があ り,メ ッ

キの後処理 と して有効で ある。

③窒化 チタ ン処理 は,耐 食性を増すが電着塗 装ほ どではない。

④ 金 メッキが厚 いほど腐食抑制効果が大 きくなる。

⑤ 現地 暴露 試験 と加速 試験 とは同 じ様な傾 向を示 す。 しか し現地暴露試験サ ン

プルの方が腐食 が激 しい。 これは海塩粒 子や紫 外線 劣化 のほか砂等の衝突に

よる摩耗 効果がある ことが考 えられ る。(肖木)

3.文 化財の材 質 ・構造 ・技法に関する研究

(1)漆

正倉院伎楽面の調査

脱乾漆及び木製伎楽面25面 の破損調査を行い,修 復 方法 につ いて も検討 した。

漆芸品の調査

13世紀 の蒔絵品であ る扇 面散蒔絵手箱(東 博),州 浜鵜螺 釦硯 箱(個 人蔵),波 文

螺釦鞍(福 岡美術館)の 技 法的 調査 を行 った。又18世 紀の密陀絵遺 品の一つ であ る

革秀寺(弘 前市)の 霊屋を調査 し,又 塗漆建造物であ る南部利康霊屋 も調査 した。

(中里)

(2)紙 質文化財

a.古 写経料紙 の材質 と物 性の調査

古 写経料紙 は,現 代の伝統的手漉 和紙 とはかな り異な った性 質を示す が,そ の中

でも墨線 のに じみ具合 い,表 面の平 滑性,比 重に於 け る違 いが大 きい。 本研究 で

は,そ れ らの物性 と共に,構 成繊維 の分析 を行 い,時 代に よる製造 法及 び仕}:げ 法

の変 遷をた どる ことが目的で,今 までに収集 した料紙の調査を行 うとと もに,修 理

時に所有者の許可 を得 てサ ンプ リングと材質分析が行われ た料紙 の分析結果 も収集

している。(増 田)

4,材 質の劣 化に関す る研究

(1)染 織 文化財 ・染料

a.鉄 タンニ ンに よる繊維製品の劣化

鉄 タンニ ン法に よって黒 く染めた繊維製品 の中には傷んだ ものが多 く,朋 治時代

に よく用い られたタ ンニンインクも,紙 に穴 をあけ るような傷 みの原 因 とな ってい
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る。鉄 タ ンニソがなぜ繊維や紙を傷め るのかを科学 的に立証 し,そ うした文化財の

修復法 を確立 しようと外部研究者の協力を得て研究を始めている。

黒 染めの布は,他 の色に染め られた箇所に比 して,劣 化速度 が著 しく早 いことに

注 目して,布 繊 維の劣 化状態 を分析 ・調査する と同時 に,歴 史的文献 に現れ る黒染

めに類 す る記述 を収集 して いる。民間財団の研 究補助 金に より,外 部の研究者 と共

同 して行 ってい る。(増 田,川 野辺)

(2)石 造文化財

ドリルの進 入速度 に より石材 の劣化形態お よび劣化度 を判定す る方法についての

実験 的研究を行い,多 孔質 で均質な石材についてはかな り有効であることが分かっ

た。 〈ペルギーE立 文化財研究所での在外研究 〉(西 浦)

(3)石 質文化財

多孔質で脆 い凝灰鴉 に対 するシ リコーン系搬 水剤の効 果とその耐久性に関す る実

験 的研究を行 って,最 適な樹脂 の選定 を行い,イ ース ター島(チ リ)の 石像の保存

に応用 された。 〈ベルギーf三立文化財研究所 での在外研究 〉(西 浦)

(4)修 復材料に関する研究

同一条件に保 管 され たiiで も,紙 の種 顛に よってフ ォクシ ングや風邪引 きが発

生す る租度が異なる事に注 目して,種 々の織 維配 合 と処理 法の 異な る紙 を試 作 し

(完r),カ ビ,フ ォクシング発生の違 いを確認す る実験 を準備中であ る。(増 田)

5,文 化財修復 技術

(1)紙 質文化財

a.加 湿法の開 発

台紙に接着された占写経料紙を剥すに際 して,手 術用 シ リコン処理 ガーゼを利用

した加湿法を考 案 し,容 易かつ安全な接着 部分 の除去法 と して採用 した。(増 田)

b,フ ォクシングの出難い紙の開発

保存科学部生 物研究室に よって,フ ォクシングの 主原因が徴に よるもの との研究

成 果が得 られているが,和 祇 の種顛に よって,フ ォクシング(褐 色斑 点)の 現れ易

い もの とそ うでない ものが あることが,画 家や鯵復工房か ら報告 され ている。

修復技術研究 の立場 からは,フ ォクシン グの 出に くい紙を製造するための,デ ー

タを集め る必要があ り,今 年度は,畿 維の種頬 ・処理法が異なる場合のフ ォクシン
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グ発 生の違 いを見 るため,サ ソプル紙 を調整 中である。(増 田)

紙 の保持す る水分 の内,徽 の生育に利用される水分の尺度 として,紙 の水分活性

を測定 した。 また,紙 の水分の等温吸着線の作成 に よって紙 の種類に よる水分吸着

の違 いを測定 した。 しか し,フ ォクシング発生の難易 との有為な関係を見いだす こ

とはで きなか った。(増 田)

C.小 型漉嵌あ機 の試作

昨年度に試作 した ものよ りさらに簡便な机1一型漉嵌め兼用 サクシ ョン ・テ ーブル

を開発 した。 木質積 層板 と金属製 アングルを 主な資材 とし,い ままで試作 した漉嵌

め機の中では最 も低廉な費用 で作成で きる。本機は,ユ ネス コ研修生の帰国に とも

な いタイ国立博物館にある保存部 に寄贈 した。

(2)金 属文化財

a.錆 の安定化処理

(i)水 素 プラズ マ等を用いて鉄錆 の安定化処理 の研究を行 っているが,実 際の遺

物 に対応す る場合の条件を決める実験 を行 った。その結果,水 素 ガス400,ア ル ゴ

ン200の割合で混合 した プラズマが効率が 良いことが判 った。

(ii)本 年度 より千葉大学理学部助教授金子克美氏を客員研究員に迎 えて チタネ ー

トシ ランに よる金属文化財の錆 の安定化処理の実験を開始 した。 チタネー トシラ

ンは,オ キシ水酸化鉄 と反応を起こ し安定化 させ るとともに嬢水性 をもたせて腐

食を防止 することが出来 る。研 究は,オ キシ水酸化鉄 とチ タネー トシラ ンとの反

応機構の解明と遺物に適用 した ときの問題 につ いて行 っている。

b.出 土文化財

出土水浸木材の処理後の安定性についての実験的研究を進めてお り,本 年度は,

環境湿度変化に伴 う寸法変化について,歪 ゲージを用 いた計測 システムに より測定

す るほか併せて重量変化 も調べ る実験 を,正 方形 の試験片を用いて継続 中である。

特 にPEG処 理 した ものの挙動に注 目してい る。

昨年度開発 したホ ッ トメル ト樹脂に よる漆塗膜 の接着技術の定着を計った。 マン

ニ トール ・PEG法 に よる出土木材の保 存処 理を行 ってい るが,広 葉樹 系木材 の一

部 に中心部 までマ ンニ トールが浸透 しないために収縮 して しまう事例が数 例発見 さ

れ た。今後その原因を究明す る必要が ある。
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6.遺 跡 ・遺構の保存修 復に関 する研究

遺構を保存す るためには,土 嬢含水率を土壌の収縮 限界内に コン トロールする樹

脂を開発 して横浜 市三殿 台遺跡,月 夜野町沢 口遺跡 な どで実験 を行 って きたが,こ

の樹脂に土壌表 面に繁殖 する苔や カビを防止す る効果がある ことが判った。

史跡横 浜市三殿 台遺跡 保存 の研究 を行 ってい るが,こ こでの地 下水の挙動 を把握

す るためにボー リング調 査を行 った桔果,地 友か ら1～2mの 所 に塩類 が集積 され

てい る層 が発見され た。遺構 表面の塩類風化を考えるために 有益 な情 報が得 られた。

鰹巖仏な ど石質遺跡 の新 しい保存ノ∫法 と して,暑 体中に搬 水性 シ リコン樹脂を注

入含浸 し内部(背 部)に 搬水層 を形成 させて,地 中水の浸入 を防 止する方法 につ い

ての現場 実験 を福勘県小 高町 の雅塵そ の他で行 ってお り,施[:1:の 問題点 の整理,

検討 および施1二後 の状態 鋭察 を行 っている。(科 研:一 般研究B)

7,受 託 研 究

(1)史 跡 ・称 名寺境 内庭 園木橘の塗装劣化防止の研究

称名寺境内の木桶 が暑 しいチa一 キングを ㌧1していたので,そ の原因 の追求 と改

警方法に関 しての研究を行った。その結果,チ ョーキン グの原因は,室 内塗装用樹

脂を顔料過剰の状態 で川 いた ことに よることが,ll∫現実験に よ り明 らかに された。

現状の塗膜の除去 と現環 境に適 した塗装仕様を決定 するたあに,種 々の合成樹脂を

川いて,促 進 劣化実験 を行い,塗 装仕様を決定 した。 本li:様に従 い,実 際の塗装 も

元年度中に終rし,良 い結 果を示 している。

(2)風 邪引き紙の保 存研 究

東京 ・タ1(都の 日本画材 料1占で購人 した新 しいII本 画川紙の うち6種 につい て,等

温異湿に於ける紙 の吸着 水分 量を測定 した。 測定結果か らは,雁 皮紙の高湿度に於

け る吸着水分量が麻紙や楮紙に比較 して高い ことが示 された。 しか し,雁 皮紙 よ り

麻紙の方がカ ビが発生 し易いとの日本画家な どの指摘が あ り,測 定 の結果得 られた

吸着等温線か らは,実 際 のカ ビ発生の艮合いを脱 明できない。今後は平衡含水率に

いた る吸湿速 度を測定す る必要 を感 じてい る。

(3)隈 ・西小田地 区遺跡 出土銅鏡 ・鋼曳の保存修復研究(福 岡県筑 紫野市)

福岡県筑紫野市隈 ・西小田遺跡か ら発見 され た銅父 の保存 鯵復 処置 の研 究 と材

質,原 料産地推定 な どの醐査
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(3年 計画 の2年 度)

〈保存修復 〉…銅父

① 超音波 メスに よる泥や錆の ク リーニ ソグ。

② ソクス レーに よる脱塩処理 。

③ ベ ンゾ トリアゾールに よる銅の安定化処理。

④ イ ンクララ ックに よる減圧 含浸強化。

⑤ 破損 した破片の合成樹脂に よる接 合 と補修

(4)一 宮神社 七星剣 の保存処置研 究(高 知県中村市)

〈保存修復〉…① 超音波 メスによる象嵌の研 ぎ出 し。

② ソクス レー装置 を用 いた脱塩処理。

③ チ タネー トシランに よる錆の安定 化処理。

④ ア ク リル樹脂 による強化。

〈分析調査 〉…蛍光X線 分析 に より象 嵌の材質が真鍮である ことが判 った。 こ

のため従来考え られ ていた時代 よ りも新 しい もの として考え直す

必要がでて きた。

(5)舟 塚古墳出土金属製品の保存修復研究調査(茨 城県歴史館)

舟塚古墳か ら発見 された鉄製品お よび銅製品の保存修復 処置研究 と材質 お よび原

料 産地推定な どの調査(3年 計画の初年度)

〈保存修復 〉…銅製品

① 超音波 メスに よる泥や錆の ク リーニ ング。

② 新 しく開発 した脱塩装置に よる脱塩。

③ ベ イゾ トリア ゾールに よる銅の安定化処理。

④ イ ンクララックに よる減圧含浸強化。

⑤ 破損 した破片の樹脂 に よる復元。

・・鉄製品

① 超音波 メス,エ アーブラ ッシュな どに よる泥や錆 の クリー

ニング。

② 水素 プラズマに よる錆 の安定化処理。

③ 新 しく開発 した脱塩装置を用いた脱塩処理。
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④ チタネー トシランによる錆 の安定化処理。

⑤ ア クリル樹脂 による強化。

⑥ 破損 した破片 の樹脂に よる接合補修。

5.情 報資料部

(1)概 要

情報資料部は,従 来美術部資料室の行 って きた美術 に関 す る研究 資料 の作成,収

集,整 理,保 管,閲 覧等の業務 を充実発展 させ,さ らに当研究所各部所掌 の研究資料

に関す る情帳の統合化をはか るこ とを 目的 とす る。

当部所管の緒資料は美術部創設 以来 内外の研兜 者の利用に供 され,文 化財 に関す る

研究資料 センターの役割を果 た している。 この機能を よ り充実 させ,学 術情 報の増加

と多様化に対応 した所蔵研究 資料 の効 果的利川を図 るため,デ ータの共有化 を中心 と

す る美術情綴処理 システ ムの研究,1画 像処理技術 の応川,文 献データベースの開発 な

どを行 って いる。

当部研究 員は,1記 業務を行 うとと もにII本 ・東洋美術史各分野 で研究活動 を行 っ

て いる。闘査研究活動の成果は 「美術研兜」G3か 学会諮,美 術部 と共催 の公 開学術講

座等 で発表 され てい る。

当部は,文 献資料研究室 と写真資料研究室 の ・1:,1をもって構 成 され る。

文 献 資 料 研 究 室

美術 史関係を 中心 とした図書 ・雑認,調 査研兜活動に よって収集 され た各種研究資

料 の整理 ・保管 ・閲覧を行 っている。 また,1-1本 ・東洋古美術関係 の文献 目録 の作成

とと もに文献 データベ ースの開発 を行 っている。各年分の文献 目録 は 日本美術年鑑 に

掲 載 し,一 定期間 ごとに総合 ・増 補 し 「日本 ・東洋 古美術文献 目録」 として 刊行 して

いる。現在,昭 和41年 ～60年 分について編纂作業をすすめている。

写 真 資料 研 究室

研究用写真資料の作製,収 集,整 理,保 管,閲 覧を行 うとともに各研究者 の調査研
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究活 動に協 力 して研 究資料 を撮影 し,資 料の充実につ とめている。 また,こ れ に平行

して,美 術 研究 所当時に撮 影 した ガラス原板の転写を昨年 度に引続 き実施す るととも

に,美 術史 研究 への画像処 理技術の応用及び画像情報のデ ータベースに関す る研究を

行 っている。

(2)各 論

1.蔓 術惰報 処理 システムの研究一データの共有化 を中 心と して一(10年 計画 第

2年 次)

(Dデ ー タ生 産 ・蓄積 ・利用 の実態調査

先年度に引続 き,科 学研究費総合研究(A)「 美術 史研究 におけ る基礎資料の共肩化

とデー タベースの活 用」(研 究代表者 米倉通 夫)を 進 め,ま た,「博物館 ・美術館資

料 に関する情報 交換 のため のプ ロ トコルの研究」(科 学研究費総合 研究A研 究代表

者 高見沢 明雄),「 全 国文化財情報 システ ム調査研究会」(文化庁),「 歴史系研究支援

情 報処理の研究 」(国立歴史民俗博物館共同研 究)に 参加 し,美 術史研究機関における

デー タ生産 ・蓄 積 ・利用 の実態の把握につ とめた。

先年度に科学 研究 費によ り入力を終えた 「画史叢 書」 全文 デ ー タベ ースを,モ ニ

ター としての利 用を希望す る諸機関に配布 し,効 果的 な利用 ・分析方法についての情

報交 換を継 続中である。

(2)デ ータフ ィール ドの検討

文 献資料,写 真資料,テ キス トを主要データフ ィール ドと し,そ れぞれの特性 と相

互 の リンクを前 提 としたデータ構造について検討 した。各 データフィール ドの リンク

の際 の有効 なユーテ ィリテ ィとして考xら れるキー ワー ド辞書について も,そ のデー

タ構 造について検討 を行 った。

(3)パ イ ロッ トモデルへ の基礎作業

上 記の検 討に従 って,文 献資料については,所 蔵図書を中心 とした システムの試験

的運 用を継 続 してお り,ま た,キ ーワー ド辞書 を利用 した検索 システムのパ イ ロット

モデルを試 作 した。写真資料については,文 字 データを順次入力中であ り,同 時に,

イメー ジデータの入 力を想定 したパイ ロッ トモデル作成のための華礎作 業を進めてい

る。 テキス トデータにつ いては,入 力を終 えたデータに対 しターム切 り出 し等の処理
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を開始 し,先 年度に続いて科学 研究費に よ り 「日本画 論 大系」 の入 力 を行 った。 ま

た,デ ータ通信の基礎的研究を開始 した。

○ 「美術史研究におけ る基礎資 料の共有化 とデ ータベ ースの活用」(総 合研究A)

研究代表者 米倉迫夫

研究分担者 鈴木廣之,島 尾 新,井 手誠之輔,長 岡龍作,須 藤弘敏(弘 前大学),

高見沢 明雄(東 京国立博物館),伊 與田光宏(千 葉 工業大学),有 川治男(国 立西洋

美術館),木 村 三郎(日 本大学),丸 山 伸彦(国 立麗 史民 俗 博物館),鯨 井 秀伸

(MOA美 術館),4!111聞 多(国 際 日本文化研究 セン ター),奥 平俊 六(大 阪 府立 大

学),林 進(大 和文 鱗餌),藤 田伸也(大 和 文華館),中 部義降(大 和文華館),梶

谷亮 治(奈 良国立博物館),下 坂 守(京 都国立博物館)

【研究 のlf的 】

近年,人 文科学 の分野に おいても様 々な学術 的デー タベースの構築例 が飛躍的に増

大 し,一)i,パ ーソナル ・コン ピュータの 普及に ともない研究滑個人 によるデータ生

産 もII常 化 しつつあ る。 しか しながら,こ れらデー タベースの利川環境 が充分に整備

されてい るとは 詫い難 く,ま た,様 々な 目的 ・穏類のデー タ生産 に有効利用で きる基

礎資料のデ ータベー ス化 も巡展 していない。 こうした状況のなかで,デ ータ生産 ・利

用に関す る其体的な システ ムを総n的 に検討す ることは楠 めて眠要な意義 を持つ。

当研究 グループは,こ れ までに美術 史研究を支援す るデータ領域 の諸特性 を生か し

たモデル開発に取 り胤んで きた。 本研究は,こ うした実績 をふ まr美 術史 の基礎資

料 のデータベース化 と,広 範な研究者による相ri:利川 システムの確 立を通 じ,資 料の

共有化 と研究 支援環境の整備をx体 化す ることをll的 とす る。

【平成2年 度の研究実績概 要】

1研 究 分担 看会議

計画 全体 にわ たる研究力針 ・各年度 の研究実施計画を確認する とともに,計 画細 目

の検討を行 った。分担者会議での検討をふ まえ,ド 記事項についてデ ータの入力 とそ

れ らの処理等に関す る研兜を行 った。

2デ ー タフ ァイルの作成

ユ ーテ ィ リテ ィ:各 種FEPヒ での使用を 図的 とした美術 史研 究者 専用 辞書 デー タ

ファイルの作成
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全文 テキ ス トデ ータ:『 本朝画 史』 など 日本の画史 ・画論の全文テキス トデータ

3デ ータ処理等に関する研究

美術史辞 喬作成 のための用語の選択 と語の属性 に関す る研究

キー ワー ド辞禽 を利用 した検索 システムのパイ ロットモデルの作成

全 文テキス トデータの処理に関する基礎的 研究

デー タライブラ リについての検討

9研 究 会の開催等

研 究会を開催 し,入 力デ ータの処理例について各研究 班か ら研究経過 報告を行 った。

また関連機 関 ・研 究者に対 して作成デ ータの試供 をお こな った。特 に全 文 テキ ス ト

デー タについては,ひ ろ くモニターを募 り,そ の利用方 法についての情報交換 の場 を

確 保 した。

2.日 本 ・東洋美術史文献デー タベースの開発(6年 計画 第3年 次)

(1)文 献情報のデータフ ィール ドと構造

1)図 書デ ータの検討。(特 性_物 品管理面での出力要求へ の対応)

2)定 期刊行物所載文献 データの検討。(特性_逐 次変化管理,文 献書 誌 が入れ 子

型)

(2)キ ー ワー ド辞書作成 のため の基礎的条件

1)辞 書 モデル開発のための諸条件 の検討(各 データ フィール ドの有機的結合,研

究利用へ の対応等)

2)辞 書 モデル開発(PC9801,DB3,文 献デ ータベース+辞 書 データベ ース)

3)成 果発表(国 立歴 史民俗博物館研究会,情 報処理 学会,ア ー トドキュメンテー

シ ョン研究会等)

(3)デ ータベースの作成

1)パ イ ロッ トモデルの運用評価(美 術年鑑所載文献検索,文 献資料管理)

2)デ ー タベースの作成開始(定 期 刊行物所載文献一1966年 以降刊行一)

3)目 録作成 の基礎的研究(デ ータベースの 出力結果の利 用)

3.美 術史における画像処理技術の応用 に関 す る基礎 的研 究(5年 計画 第2年

次)

(1)デ ジタル画縁処理 による美術作 品の分析方法のii`1
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1)画 像処理 の基本機能を複合す る必要 のあ る諸ルーチー ンに関 して,そ の手順 ・

条件及び問題点 を検討 したが,本 年度は と くに,空 間フ ィル タ リング処理 につ いての

実験 を行 った。 空間 フ ィルタ リング処理 とは,画 像 に おけ る濃淡 変化 の激 しい領域

(高周波領域)と 緩やか な領域(低 周波領域)と の性質 を加減す る処理 であるが,こ

の処理を通 して,エ ッジの検 出や画像の鮮 明化を行った。 あわせ てフ ィル タリング ・

パ ター ンの定義 に由来す る ト数種類の処理について メニ ュー化 し,パ ッケージ ソフ ト

の一部 とした。

2)X線 画像の鮮明化においては,濃 淡蛮化の階調幅 を256階 調に まで強調す る方法

を検討 した。 また特定領域のみの鮮明化について も実験 を行 った。 さらにその明示法

については,階 鯛変化を髄似 カラーに よって表 示す ることと し,鮮 明化 と疑似 カラー

の処理 を一貫 しておこな うル ーチ ーンを メニュー化 した。

② 画像 の蓄積に関わ るデ ータベ ースシステム

複数画像 の一覧表示の検討 を行い,以 ドの手順 を実行する基本モデルを試作 した。

1)ホ ス トコン ピュータ ・ソフ トの作品デ ータベースよ り,検 索条件に もとついて検

索す る。

2)検 索結果か ら画像が蓄積 されている光デ ィスクのファイル情 轍をNEXUS側 へ送

信す る。

3)フ ァイル情報に もとづ き,検 索 され た作品 の縮小画像 を一覧 」能示 す る。(一 覧表

示 は16枚 まで)

4)一 覧表示 された画面から任意の画像 を選択 し,全 体像 を表示す る。

(3)美 術作品の復元 シ ミュレー シ 置ン

観楓遊楽図屏風(プ リア美術館)に つ いて,六 曲各扇 の構成 を当初 のものに あらた

め た修理想定画像を作成 した。 また紙継 ぎ図面 との多重表示を行 った。

4.絵 巻物 ・肖像圏の研究(米 倉)

絵巻物については法然 上人絵伝 を中心 とする高僧伝絵 の研究を継続,ま た肖像画は

鎌倉時代 肖像画の発生期につ いての検討を行 った。その成果の一部は美術部 ・情報資

料部公開学術講座で発表 した。

5.室 町水墨画の研究(島 尾 ・井手)

昨年度に引続 き,室 町 水墨画研究会の共同調査 として,以 下の活動 を行 った。
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なお,こ の研 究は,美 術部中長期計画 「美術 に関す る基礎資料の研 究」(5年 計 画第

2年 次)の 一環 として,以 下の共同研究者 の協力のもとに行 った。

○共同研究員

河合 正朝(慶 応大)

横 田 忠 司(多 摩美大)

相沢If'.彦(神 奈川県博)

大石 利雄(群 馬県立女r人)

山 ド 裕:(明 治学院 人)

小川 知 二(茨 城県立歴史館)

坂 口 薫(多 摩美大)

(1)関 東水墨画の調査

箱根早雲寺 ・正眼寺(90年12月),静 岡県立美術館(91年2月)に おいて,関 東水墨

画 を中心に調査を行 った。

(2)調 査結果の公表

美術史学会東支部例会(90年7月 於多摩美術大学)に おいて,調 査 ・研究 の成果

を報告 した。

1)調 査作品百数十点の基礎 データをデータベ ース化 し,プ リン トアウ トに写真の

コピーを付 して,参 加者に配布 し,井 手がそ の概要を報告 した。収録 した のは,神 奈

川県立博物館 ・茨城県立歴史館 ・栃 木県立博物館 ・板橋 区立美術館 ・正宗寺 ・岡山県

立美術館の所蔵品である。

2)横 田忠司(共 同研究員)は,中 世の諸史料に見xる 関東画壇関係の記事を収集

し,関 東に於け る絵画状況についての研究成果を報告 した。

3)大 石利雄(共 同研究員)は,逸 伝画家官南について,作 品及 び文献史料を収集

し,そ の室町絵画史における位置 づけ を試みた。

6.請 来絵画研究(井 手)

鹿 島美術財団 よ り助成 を うけた 「杭州 をめ ぐる仏教絵 画一宋時代江南におけ る仏教

絵画 と東 アジア地域への波及一」 の研究 の一環 と して,国 内に伝存す る中国仏画,高

麗仏画 の調査を行 った。
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7.中 国絵画研究(鶴 田)

富 岡鉄斎筆録 の読解を継続 し,中 国絵画関係史料の調査 を行 った。上海図書館,北

京 ・中央美術学院,台 北 ・鴻禧美術館等において民国期絵 画資料 の調査を おこな った。

8.古 代仏教彫刻研究(長 岡)

奈良時代後期 ・平安時代初期の仏教彫刻について,1)中 国 ・朝鮮美術 との比較,2)

絵画 ・浮彫作例 との比較,の 両面において研究を進めた。 国内の作例 とともに,韓 国

ソウル及び慶州所在作例について調査をお こな った。

6.ア ジア文化財保存研究室

(1)概 要

日本を含むア ジアの文化財は アジア固有 の素材を川い,独 特の自然環境 の中で伝承

され て来てお り,そ の保存 ・修復について も固看の伝統的r法 を維持 して来た。 アジ

アの文化財の保存 ・修 復につ いては,特 に,文 化財その ものの 自然条件,材 質な どに

関す る詳細なデ ータが必要で,こ れ らを基礎に した修復材料や,修 理方法 などにつ い

て の研究が是非 とも必 嬰である。

アジア文化財保存研 究室 は,こ れ らの調 査研究,資 料収 集を実施す るために,'F成

2年10月1日 に発足 した新 しい研兜空で ある。現在,研 究室ではア ジア文化財 および

そ の保存に関す る資 ・試料の収 集,整 理,テ ータベ ースの作成を行ってお り,ま た,

基礎研究 と して,夙 外石造文化 財の劣化の地質学的研究,お よび石材 の強化保存処置

に関 する材料,処 置方法の研究 等を行 って いる。 さらに,ア ジア諸 国の専 門家の研修

などに関わ る仕 事もしている。

(2)各 論

1,ア ジア諾国におけ る文化 財保存に関 する情綴の収集

(1)文 化財 の劣化状態お よび保存 対策につ いての調査

a.イ ン ドネシアの代表的な石造 文化財 であるボロブ ドールお よびプランバ ナン近

郊の遺跡 の劣化状態,保 存修復 状況。並びに調査,保 存計画な どにつ いての現地調査

を行 った。(西 浦)
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b.ジ ャカルタのイ ン ドネシア国立博物館で開かれ たユネス コ主催 の 「石造お よび

木 造文化 財の保存 修復 セ ミナー」 に講師 と して参 加 し,イ ン ドネシアにおけ る文化財

保 存技術 の実体 についての情報収集を行 った。(西 浦)

c.韓 国の ソウルお よび慶州 の代表的な石造文化財 につ いて,そ の劣化状況 と保存

対策 につ いての調査 を韓 国文化財研究所 と共同で行い,報 告 書を作成 した。(西 浦)

d.ア ジア文化財保存 セ ミナーで来 日したア ジア諸 国代表 が持参 した スライ ドを借

り受 け,デ ュープ してそれ ぞれにつ いて彼 らに コメン トを付け て もらい資料 とした。

(西浦)

e.ア ジア文化財保存 セ ミナーで来 日したア ジア諸 国代表 に,各 国の最 も代表 的な

文化財について,そ の保存状況 と保存対策についての ア ンケー トを出 し,多 くの情報

を得た。(西 浦)

(2)文 化財保存 に関わ る組織,機 構,プ ロジェク ト等につ いて の調査

a.ア ジア文化財保存 セ ミナーで来 日したアジア諸 国代表 に,各 国における文 化財

保 存に関わ る組織,機 構,プ ロジ ェク ト等につ いてそ の現状 と問題点についてのアン

ケー トを出 し,多 くの情報 を得た。(西 浦)

b.東 京国立文化財研究所 を訪れた アジア諸国の文化財保存関係者か ら個別に各国

の状況を聞 き取 り,資 料 と した。(西 浦,増 田)

c.ア ジアの文化財 の保存に関わ る講演会,研 究会 などに積極的に参加 し,資 料の

収 集に努めた。(西 浦,朽 津)

2.屋 外石造 文化財の劣化 と保存修復処 置に関する研究

(1)石 材の劣化 現象につ いての岩石学,鉱 物学 的調査研究

a.大 分県,重 文 ・元町 石仏 の表面に大量に析 出 してい る白色物質が,テ ナル ダイ

ト(NatSO,)で ある ことをX線 回折分析に より確認 した。(朽 津)

b.ブ リヂス トン美術館所蔵の大理石像 である 「勝利の女神像 」の劣化状態を岩石

学 的に分析 した結 果,薬 剤 クリーニングに よる影響が考察 された。(朽 津)

c.旧 石器か ら弥 生に至 る各時代のサ ヌカイ ト製石器について,そ れ ぞれ の風化皮

膜 の厚 さを測定す る ことに よって,サ ヌカイ トの風化速度が約4.lam/kyで あ る こ

とを算出 した。 この風化速度を基に して,時 代不 明の サヌカイ ト製石器 の風化皮膜の

厚 さを測る ことに よって,石 器のおおまか な年代推定の"∫能 性が拓けた。(朽 津)
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d.神 奈川県砂田台遺 跡か ら出土 した,ホ ルソフ ェル ス製の石器を観察 し,石 器 の

風化状態,風 化 メカニズ ム,風 化速度 につ いて考察 を行 った。(朽 津)

e.南 関東の黒色緻密質安山岩製の石器について,偏 光顕微鏡下で岩石組織 を観察

し,原 石の組織 と比較す ることに よって石器 の原産地推定を行 った。(朽 津,柴 田)

f.岡 山県下 の古墳の縦穴式石室に用 いられて いる石材について,岩 石組 織に基 づ

いて原産地推定 を行 い,一 部の試料は香川県 から持 ち込 まれて いることを明 らかに し

た。(朽 津)

(2)石 材 の保存材料に関す る調査研究

石材 の強 化お よび搬水処理 に用い られる代表的 な シリコー ン樹脂につ いて,そ の物

性を比較検討するための実験的研究を開始すべ く,資 料 の調査,材 料の 入手を行 って

い る。 特に,ヨ ー ロッパ で広 く用 いられてい る変性 エチルシ リケー ト系強化剤であ る

WackerOHと 日本 で専 ら川い られているSS-101と の比較 を行 うr'定 である。(西浦,

朽津)

(3)遺 跡,遺 構の保存 処置に関す る調査研究

a.磨 崖仏な ど石質遺 跡の新 しい保存力法 として,岩 体中に搬 水性 シ リコーン樹脂

を注入含浸 し,内 部(背 部)に 嬢水層を形成 させて,地 中水の浸人を防 止す る方法に

つ いての現場実験 を,福 島県小高町 の居塵そ の他で行 ってお り,施[二 上の問題点の整

理,検 討 および施Il後 の状態観察 をおこな ってい る。<科 研:一 般研究B>(西 浦)

b.福 島県小高町,史 跡 ・薬師堂石仏の劣化状態 を定 期的に調在 してお り,大 屋根

架設後 の岩体 の乾燥に伴 う状態変化につ いて,保 存処置法を蹄 まえつつ,調 査 を行 っ

た。(西 浦)

3金 属文化財の錆に関す る鉱物学的研究

近畿地 方出土の占代青銅製品表面の錆 につ いて鉱物学的鋭察を行 った結果,表 面 に

孔雀石(Cu,(OH),CO,),内 部に赤銅鉱(Cu20)と い う累帯構造状の錆になっているこ

とが判 った。(朽 津,佐 野)

4彩 色建 造物 の保存修復 に関する研 究

社寺等の外部化粧 としての丹塗塗装について,合 成樹脂等種 々の材料 によって耐久

性を改良す る方法 とその間題点を実験的に研 究,考 察す るために,東 京 国立文化財研

究所屋上 と島根県 日御碕 神社 において試験 片の曝露 試験 を行 ってい る。今 までの とこ
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ろ,丹 を含 まない合成樹脂塗料 が抜群 の耐久性を有 してい ること,丹 と合成樹脂 を混

合す ると極端な変色な ど種々の トラブル が生 じること等が判明 してい る。(西 浦,川

野邊,岡 部)

7.国 際調査研究

(1)敦 煤文化財保存修復に関する調査研究

1.「 敦煙莫高窟第194窟,第53窟 の保護に関す る日中共同研究」合意書の調印

昭和61年 度以降,東 京 国立文 化財研究所 と敦煙研究所は,莫 高窟壁画 および彩塑像

の保 存環境について既に共同研究を行 って来てい るが,今 後更に本格的 に本共同研究

を進 め るに先だ って,双 方の間 で共同研究につい ての合意書を作成 し調印 した。

調 印 日:平 成2年12月26日

調印場所:文 部省特別会 議室

調 印 者:日 本側 東京 国立文化財研究所長 濱 田 隆

立 会者 文化庁文化財保護部長 田村 誠 他

中国側 敦煙 研究院 長 段 文 傑

立 会者 敦煙研究院保護研究所長 孫 儒 個

甘粛省文化庁文物処長 鐘 聖 祖 他

要 旨:

本共 同研究は,莫 高窟 壁画,彩 塑像の保存,修 復技術 を確 立 し,将 来 にわた って理

想的な保存,修 復を行 うことが できるよ うにする ことを最終 目標 と して,当 面5ケ 年

をもって研究達成の期間 とし,必 要な調査,測 定,分 析,実 験 な どを第194窟 と第53窟

をフ ィール ドとして 日中共同で行 うものであ る。

研究組織 としては,研 究を統括す る技術委員会(日 中それ ぞれ3名 ずつ計6名 か ら

なる)を つ くり,そ の下 に 日中双方の研究者で構 成する3つ の研究班,即 ち環境研究

班,病 害研究班お よび修復材料研究班を設置する。

研究期間は平成3年4月 か ら5年 間で,こ れを3段 階 に分け て進める。第一段階 で

は,壁 画,彩 塑像の劣化 状態,過 程,因 子を正確 に把握 す るため に,環 境 条 件(温

度,湿 度,日 照等)の 測定 と解析,岩 石,壁 画や 彩塑像 の顔料等の材質分析 な どの基
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礎 的調査研究を行 う。第二段階では,第 一段 階で得 られた結果を基に,病 害の原因究

明を行 う。 また,よ り有効,適 切な保存,修 復 材料 お よび工法 に つ いて シ ュ ミレー

シ ョン実験等を行 って科学的,技 術的に検討,考 察す る。第三段階では第二段階で得

られた結果 を基に して,実 際の壁画,彩 塑像についての保存 ・修復処置法 を確定 し,

報告書の作成を行 う。

本研究 は,日 本,中 国の 両方で行 う。そのため,日 本側研究者は年に2回(原 則 と

して春と秋)訪 中 し,中 国側研究轟は年に一度来 日してそれ ぞれ共同研究 を行 う。 ま

た,中 国側 の人材育成 を目的に,敦 煙研究院の若手研究者,技 術者を年に2人 ずつ 日

本に招聴 し,3ヵ 月間 の研鯵 を行 う。

2,中 国にお ける調査研究お よび協■

(D第1次 肪 中

'N成2年10月19日 ～3111に 田村誠文化庁文化財保護 部長,濱 田降所 長,最 所親志庶

務課長に2名 の研兜 者を加 えた計5名 の訪中団 が敦煙 を訪れ,日 中 共同 で下 記の調

査,研 究,協 議 を行 った。 また,関 連調査 として嫡霊 寺石窟,麦 積 山石窟 の調 査を

行 った。

a,194(195)窟 と53(469)痢 に設 置 した温度,湿 度,ll照 計測 システムか らのデータの

統出 しと初期解析。

b.194窟 に設置 した外 部風速,内 部微風速計測 システムからの デー タの統 出 しと初

期解析。

c,鞭 画劣化状態 の実 地調 査 と関連資料の闘査。

d,今 後の研究 の進め方お よび人物交流についての協議。

(2)第2次 訪中

馬淵久夫保存科学部長以 ド5人 の研究員に,高 橘誠 記文化庁伝統課課長補佐,神 庭

信 幸国立歴史民 俗博物 煎助 教授,江 原勉庶務係長を加 えた計8名 の訪 中団 が敦煙 を訪

れ,日 中共同で下記の調査,研 究,協 議 を行 った。

a.日 中共同研究合意書の脚印を受け て,合 意書に基づ く具体的研究 の進 め方 につ い

ての協議。

b.194(195)窟 と53(469)窟 に設置 した温度,湿 度,日 照 計測 システムか らのデータの

続出 しと初期解析。
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c.194窟 に設置 した外部風速,内 部微 風速 計測 システムか らのデ ー タの読 出 しと初

期解析。

d.壁 画劣化状態の実 地調査 と関連 資料 の調査。

3,日 本におけ る調査研究,協 議 および研修

(1)平 成2年12月20日 ～29日 段 文傑敦 煙研究院 長を団長 とす る5名 の訪 日考察 団が

来 日し,日 中共同研究合意轡の調印を行 うとともに,本 共同研究の基本的な進 め方に

つ いて東京国 、γ文化財研究所お よび文化 庁において協識を行 った。 また,併 せ て 日本

に おけ る文化財保存の現状についての視 察を行 った。

(2)平 成2年12月21日 ～平成3年3月5日 敦煙研究院保護研究所員の郭宏,向 暁梅

の2名 が来 日 し,走 査型電子顕微鏡等の分析機 器 の操 作 方法 な どにつ いての研 修 を

行 った。

4.第6回 敦燵莫高窟壁画保存修復協 力会議

平成3年3月8日,協 力会議委員,東 京国立文化財研究所関係者,文 化庁 関係者に

おいて開催 され,次 の議題について討議がな された。

a.第5回 敦煙莫高窟壁画保存修復協力会議議事録(案)に つ いて。

b.平 成元年10月 以降 の研究交流及びその後 の状況 につ いて。

c.平 成2年10月 訪中報告につ いて。

d.日 中共 同研 究に関す る合意書の調印について

e.合 意書 に基 づ く技術委員会 および共同研 究班の設置,人 選について。

f.今 後の共同研究 の進め方について。

(2)米 国ス ミソニアン研究機構 との共同研究

昨年に引続 き,「東 アジア地域 の古文化財(青 銅器お よび土器 ・陶磁器)の 保存科学

的研究」(科 学研究費 「国際学術研究」)を 基礎 に して,研 究交流を行 った。 アメ リカ

側か らは2名 が来 日して共 同研究 を行 った(平 成2年7月 および3年1月)。 日本側

か らは平成3年2月 に11名 が渡米 して討議を行 った。 日米共同研究の中で本研究所 が

得た成果は,① 鉛同位体比 データベース化のための標準資料の測定,② 鍍 金層 の厚み

と表面の状態の観察,③ メスバ ウアー分光法に よるJ銅 錆中の スズの原子価状態 の測

定 である。
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8.主 要研究業績

①:著 書 ・編書 ②:論 文 ③:解 説 ④:研 究発表

⑤:講 演 ・放送 ⑥:そ の他 平成2.4～ 平成3.3

美 術 部

関 口 正 之(美 術部 長)

①r日 本の仏像大百科4天 』 ぎょうせ い3.3

②三井寺蔵不動明王八大童 子像に ついて(「'三井 寺の仏教奨術」)

仏 教美術研究t一野記念財団助成研究会 報告202.11

② 三面大黒天画像について一 モチーフ転用 の一例 と して一

科学研究費一般研究(A)

「日本に おけ る絵画 ・彫 刻 ・1二芸各分野 のモチーフの交流に関する調査研究」

報告書 東京国立文化財 研究所3.3

③不動明F:童 子像r国 華』11443.3

鈴 木 廣 之(1任 研 究官)

②伝岩佐又兵衛筆 瀟湘八景図巻r国 嬉』11332.4

②美術史研究に おけ る画像 処理技 術利 川の現段階(共 暑)

「国立腿 史民俗博物館研究報告」 第30集3.3

②歌 のこころ,絵 の ことば一 瀟湘 八景 モチーフの交流一

科学研究費一般研究(A)

「日本に おけ る絵画 ・彫 刻 ・1二芸各分野 のモチーフの交流に関 する調 査研究」

報告書 東京国立文化財研究所3.3

③障壁画一 人 と空間 とがつ くりあげ る 「場」

『人間 の美術』8黄 金 とクルス 学習研究社3.7

③ 日本 美術 史研究事情一 ア メリカの美術館 と大学一

『文化 財月報』2683.1

④ScreenPaintingandKaisho:TheMilieuofJapanesePaintingⅢ 一V

DepartmetofEastAsianLanguagesandCultures,ColumbiaUniversity
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1990.4-6

④ 円 山応 震 筆酪 駝 図 を め ぐっ て

HighAttickLecture,Dept.ofAsianArt,MetropolitanMuseumofArt1990.9

④ 米 国 の 日本 美術 史 研 究 に つ い て 美術 部 ・情 報 資 料 部研 究 会3.1

三 宅 久 雄(第 一 研 究室 長)

② 来 迎 三尊 形 式 の 展 開

『日本 に おけ る 絵 画 ・彫 刻 ・1二芸 各分 野 の モチ ー フの 交 流 に 関 す る 調 査研 究 』

東 京 国111.文化 財研 究 所3.3

④ 宋 代 彫 刻 と鎌 倉 彫 刻 所 内 総 合研 究 会2.6

④ 文 化 財 研 究 に お け る情 報 処 理(彫 刻)

重 要文 化 資 料 研 究 協 議 会 東 京 国 立 博物 館2.7,18

⑤ 奈良仏像巡礼一左保路 ・西 の京一 朝 日カルチ ャーセ ンター2.5

⑤ 阿弥陀 来迎 の彫像 京都 国立博物館土曜講 座3.2

井 上 一 稔(第 一研究室)

② 天台浄 土教(十 世紀)に おけ る来迎表現一 真正極楽寺像を中心に一

『日本 におけ る絵画 ・彫 刻 ・工芸各分野 のモチーフの交流』

東 京国立文化財研究所3.3

③ 『日本の仏像大百科4・ 天』解説 ぎ ょうせい3.3

③r日 本美術全集4東 大寺 と平城京』解説 講談社2.6

④奈 良時代石山寺観音像考 美術 部 ・情報資料部研究会3.2

⑤興福寺 ・大安寺 ・元興寺 朝 日カル チャーセンター2.6

⑤近江 の十一面観音 朝 日カル チ ャーセンター2.11

三 輪 英 夫(第 二研究室長)

②黒 田清輝 と構想 図一 「昔語 り」 を中心に一 「美術研究」3503.3

③黒 田清輝筆 「少 女一雪子十一歳」 「美術研究」3482.8

⑤ 黒田清輝 《昔語 り》 と西園寺公望 京都国立博物館 夏期講座2.7,31

⑤ 黒田清輝一人 と作品一 八戸 市民 大学講座2,10,12

⑤御 雇外国人一 フ ォンタネージとサ ン ・ジ ョヴァンニー

神奈川 県立博物館2.11,3
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⑤ 水彩 画の先駆 ・三宅克 己 徳島県立近代美術館3.1,27

⑤ 日本近代 画家 の青春像 西 宮市大谷 記念美術館3.2,9

佐 藤 道 信(第 二研究室)

② 明治 美術 と美術行政 「美術研究」3503.3

② 「絵」 「画」 「図」 の歴史的意義一 明治 前期の絵画 と意匠

科学研究 費一般研究(A)

「日本におけ る絵画 ・彫刻 ・Y芸 各分野 のモチーフの交流に関す る調査研究」

報告書 東京国 立文化財研究所3.3

③ 明治 日本画の源流 「三彩」5172.10

③近代 日本画に おけ る人和絵 と映F:姫 路 市立美術館だ よ り282.10

③作家略伝li本 美術院 百年史 第2巻2.12

③作品解説 秘蔵浮 世絵 人鋭 ムラー コレクシ ョン 講談社2.12

③個展序 小滝雅道 個展2.12

③作品解脱 近代 日本画の春展図録2.12

③ 『東洋絵画叢誌』解脱 近代災術雑誌叢書3ゆ まに書房3.2

③作家 ・作品解脱 関連年麦 昭和の文化遺滝211本lllllnぎ ょうせい3.2

③作家解脱 新潮II本 人名辞典 新潮社3.3

④)i治 美術 と美術行政 美術史学 会東支部例会2.9

④在外 日本 美術 コ レクシaン と日本イメージ 比較 文化研究会3.3

⑥小林清親展企画編集 統売新聞社3.3

山 梨 絵蔓子(第 ㌦研究室)

① 「私 の美術館」(共 著)大 日本絵画2.5

②徳川慶喜の油絵 「一三彩」5155162.8

②文化史の中の徳川慶喜 「偲川慶宮 とその時代展」図録 朝 日新聞社2.8

②黒田清輝の作品 と西洋文学 「美術研究」3493.3

③作家解説(藤 島武二,岡 田三郎助他)「 昭和の文化財 洋画1」 ぎょ うせい2.7

③鹿 子木孟郎筆 某未亡人の肖像 「美術研究」3493.3

④庭に モチ ーフを得た凧田清輝 の作品 とその 自然観 明治美術学会例会2.8,25

④黒田清輝 と西洋文学
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⑤鹿子木孟郎 人と芸術

主要研究業績

美術部 ・情報資料部公開講座

国立西洋美術館2.12,1

神奈 川県 立近代 美術館県民 アカデ ミア2.11,18

芸 能 部

佐 藤 道 子(芸 能部長)

②遠陀 の道 大系r目 本歴史 と芸能」3・ ド凡社2.2

②都rfiにおけ る伝統rt:能の保存 「都 市問題研究」z.8

②醍醐,i:の法 華八講一法楽会に見 る一 『醍醐 寺の密教 と社会』山再房3.2

④修 正大導師作法 の教化 法 会 と唱導に関す る学際的研究2.6

④三宝絵 詞一比叡舎利会一 法 会 と唱導 に関す る学際的研究2.7

※① 東大 寺修二会 の構成 と所作 下 「芸能の科学」12昭 和55.7

※ 印は補遺

羽 田 胆(演 劇研究室長)

①能 の難 子事(横 道 萬里雄ほか4名 との共著)東 洋 音楽選書 四,音 楽之友社2.5

② 「武悪」 のテキス トと演 出 「橋 の会」パ ンフレッ ト2.6

② 「鷹の井戸」追跡 「芸能」33巻2号3.2

③基 礎講座(国 立能楽堂研修生用テキス ト)国 立能楽堂調査養成課3.3

⑤ 「芸を聴 く」6～8(演 目解説 と常磐津文字 太夫,内 海桂子 ・好江,

吉 住小三郎 との対談)

⑤外国人演劇研究者 のため の狂言概論

⑤能 の音楽

⑤文学史 ・演劇史 の中の能

⑥<狂 言の劇形態 を さぐる1>構 成演出

⑥座談会 「能 と日本文化」(黛 敏郎 ・観世栄夫 と)

鎌 倉 恵 子(主 任研究官)

①歌舞伎評判記集成 第二期(翻 刻 共同)第 九巻

④絵入浄瑠璃本の挿絵につ いて

古 今 小 劇場2.4～2.12

1TIワ ー ク シ ョップ 2.8

石 川 県 立能 楽 堂2.9

愛 知 県 扶 桑 町 中 央 公民 館3.1

蝸 牛 の 会 小公 演2.4

京 都 新 聞 文 化 フ ォー ラム2.10

岩波 書 店2.12

近 松 の会2.9
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調査研 究

高 橋 美 都(演 劇研究室)

②醍醐寺の悔過会と関連行事

③日本の雅楽

④法隆寺声明集(伝 室町期写本)を めぐって

④鎌倉・室町時代の声明譜本の検討

蒲 生 郷 昭(音 楽舞踊研究室長)

①能の難子亭(横道葛岨雄ほか4名 との共著)

②長唄正本研究92～103(共 同研究)

醍醐寺の密教と社会,山 喜房

「名流」

東洋音楽学会第41回大会

顕密仏教研究会

3.2

2.10

2.10

3.2

東洋音楽 選書 四,痔 楽之 友社2.5

「邦楽 と舞踊」478～4891.4～2.3

④音楽史資料 としての焚術 作品一 初期三味線 の場合を中心に一

所 内紛 合研 究会2.10

⑤ 日本音楽の文献について 音楽図書館協議 会集中研修19902.9

⑥情報処理の現状 と将来一 無形文化財の場 合一

敢要文化資料研究協議会第3部 会 東京国立博物館2.7

⑥青木融光 ・中山玄雄 ・6且ガⅢ恒1『 朝 日人物 事典』 朝 日新聞社2,11

⑥第41回 大会 レボー ト(公 開講 演会43か)「(社)東 洋音楽学 会会轍」第21号3,1

⑥200年 前 の 日本rモ ーツアァル ト・バイセ ンテニアル』学 校法人洗足学園3,1

丸 茂 莫恵子(肖 楽卿踊研究室)

① 日本舞踊鑑賞人門(NHKテ キ ス ト)(共 同 執筆)日 本放送 出版 協会2.6

② 日本舞踊に おけ る娘形作品の技法研究(19～22)

「fil舞 踊研究」53～562.6～3.3

②歌舞伎舞踊 の研究(卿 踊台本研究会20～26)「 邦楽 と舞踊」478～4842.4～2.10

③ 「七福神」ほか9曲(共 同軌筆)関 西舞踊華扇会プ ログラム2.5

③ 「梅川」ほか64曲 舞踊華扇 会プ ログ ラム2.8

③ 「山帰 り」 ほか4曲 「至 芸 伝統の きわみ」プ ログ ラム2.11

③伝 承作 品とその想 い出(共 同執筆)(吾 妻)穂 穂の会プ ログラム3.3

⑤ 「八段 目」 下の巻につ いて 芸能部公開学術講座2.12

⑥国史大辞典(第11巻 花柳舟輔 ・花柳流 ・坂 東流 の項 目)吉 川弘文館2,9

⑥舞踊美を織 る(48～59)「 邦楽 と舞踊」478～4892.4～3.3

⑥情報社会の中の志賀山流 志賀 山流 古典舞踊研究会プ ログラム2.8
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i 一
主要研究業績

⑥素踊といき

⑥ 「鎧三番斐」(脚色)

⑥至芸 伝統のきわみ(共 同構成)

中 村 茂 子(民 俗芸能研究室長)

③無形民俗文化財の保護と問題点

④採り物と芸能一扇を中心に一

⑥寒川神社田打舞の復興

三 村 昌 義(民 俗芸能研究窒)

②門付芸の民俗

⑤落語における忠臣蔵の受容

⑤世阿弥の芸道一女体一

⑤狂言の女性たち

⑥季題十二月

花柳寿魁の会プ ログラム

(市川)団 蔵の会

テ レビ東京

「文化財信濃」(17.1)

芸能部夏期学術講座

寒川神社拝殿

2.10

z.io

a.it

2.6

2.7

3.2

月 刊 「文 化 財」3.1

芸 能 部 公 開 学 術講 座2.12

高 山 女性 セ ミナ ー3.1

高 山 女 性 セ ミナ ー3.1

「挿 花」2.4～2.12

保 存 科 学 部

馬 淵 久 夫(保 存科学部長)

② 彷製鏡 の化学組成 と鉛同位体比(久 保 哲三編,平 尾 と共著)

「下野茂原古墳群」

②景 初四年銘龍虎鏡 の鉛同位体比(平 尾 と共著)

「辰 馬考古資料館考古学研究紀 要」2

②今 宿五郎江遺跡 出土小銅鐸の鉛同位体比につ いて(平 尾 と共著)

福 岡市埋蔵文化財調査報告書238「 福岡市今宿五郎江遺跡」

③歴 史科学 と自然科学の間 東 レリサーチセ ンターrTheTRCNews」33

③保 存科学 における国際協力 「文化庁 月報」266

④劣 化処 理 した絵絹 の分光学的研究(佐 野,三 浦,川 野邊 と共同)

日本文化財科学会第7回 大会

④絵 絹の劣化 の定量的評価(佐 野,三 浦,川 野邊 と共同)

第12回 古文化財科学研究会大会

④超 微量分析か ら探 る青銅器の原料産地
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調 査 研 究

日本化学会第61回 春季年会特別講演

※② 壬生 西谷遺跡 出土 「長宜子孫」連弧文鏡の鉛同位 体比

広 島県埋蔵文化財調査セ ンター調査報告書75「 壬生遺跡」

※② 福島県福 島市鎌 田字月の輪山1号 墳で出土 したガ ラス玉 の材料分析

(富沢,富 永,小 泉 と共著)「 月の輪山1号 墳発掘調査報告」

※② 出雲 国庁跡 出土 「和銅開弥」の科学的調査(平 尾 と共著)

「八雲 立つ風土記 の丘」96

※② 東海地方 で出土 した弥生時代 および古墳時代青銅 器の科学的調査

(平尾 と共著),「 都田地区発掘調査報告書」 ド巻(浜 松市教育委 員会)

※④PIXE法 に よる 古代ガ ラスの材質 分析(富 沢 らと共同)

日本文化財科学会第6回 大会

※④和紙な ど布機質文化財の光に よる劣化の定量的秤価({

第11回 占文化財科学研究会講演会大会

※⑤ アイソ トープ ・放射線 を利川 したi#'.代測定

日本原t・力産 業会議第4回 定例研究会

※印は補遺

平 尾 良 光(化 学研究室長)

① 『沿岸環境調査マニュアルn』[水 質 ・微生物編](ラ ナ担 軌筆)

日本海洋学会編(恒 堀祉厚生閣)

② 〈特集 〉過 去を観 る分析化学3.2鉛 と年代測定 『ぶんせ き』

② 占代II本 の 肖銅 器 『M.A,Cサ イエンス』4,No,2,pp.22-33

②坊製鏡の化学組成 と鉛同位体比(久 保哲{編,馬 淵 と共蒋)

「一ド野茂原古墳群」

②松東銅錦の科学的調査 「浜松llj松東遺跡発掘闘査轍告臼 皿」

(財)浜 松市文化協会

②今宿五郎江遺跡 出土小銅鐸の船同位体比について(馬 淵 と共著)

福岡市埋蔵文化財 調査報告書第238集 「福岡市今宿五郎江遺跡 皿」

福岡市教育委 員会

②景初四年銘龍虎鏡 の鉛同位体比(馬 淵 と共著)

.1

3.3

1.3

1.3

1.5

2.1

1.4

浦,佐 野,川 野 邊 と共 同)

1.5

一

1.11

2.4

2.5

2.12

2.5

2.12

3.1



主要研究業績

「辰馬考古資料館考古学研究紀要」23.1

②有馬条理遺跡 出土地蔵菩薩立{象・天王立像の非破壊蛍光X線 分析法に よる

化学組成 の調査 「有馬条理遺跡 皿」(古 墳時代～平安時代 の集落趾の調査)

一関越 自動車道(新 潟県)地 域埋蔵 文化財発掘調査報告書第35集 一

群馬県教育委員会 ・財 団法人群馬県埋蔵文化財調査事業団3.3

④蛍光X線 分析法に よる青銅資料の銅 ・スズ ・鉛含有 量の測定(新 山 と共同)

日本文化財科学会第7回 大会2.4

⑤ カマン ・カ レポユ ック遺跡出1一金属遺物 の化学組成

中近東文化 センター5月 セ ミナー2.5

⑤ カマン ・カ レホユ ック遺跡出上青銅 器の鉛同位体比

中近東文化 センター2月 セ ミナー3.2

三 浦 定 俊(物 理研究室長)

②温度,湿 度につ いて 「国宝中尊寺金色堂保存施設改修工事報告書」,187-1992.4

ConservationofOrnamentedTumuliandCavesinJapanandChina

"Lascaux1990 -Conservationde1'ArtRupestre(Perigord)" ,pp.141-146

TemperatureandHumidityinaLargeGlassShowcaseforaTempleHall

(Part2),"PreprintsforgthTriennialMeetingofICOMC-C(Dresden)",

pp.81-84

③ 東 京 国立 文化 財 研 究 所 保 存 科 学 部 の活 動

マ テ リアル ライ フ ,VoL2,No.2

④ 劣 化処 理 した 絵 絹 の 分 光 学 的 研 究(佐 野,川 野 邊,馬 淵 と共 同)

日本 文化 財 科学 会 第7回 大 会

④ 保 存施 設 改修 前 後 の 中 尊 寺 金 色 堂 の温 湿 度 環 境

第12回 古 文 化 財科 学 研 究 会 大 会

④ 絵 絹 の劣 化 の定 量 的 評 価(佐 野,川 野 邊,馬 淵 と共 同)

第12回 占文 化財 科 学 研 究 会 大 会

④ 高 度 な知 的支 援 に む け て(自 然 科学 の 立場 か ら)

重 要文 化 資 料 研 究 協識 会 東虫 園 立博 物館

2.8

2.8

2.4

2.4

2.5

2.5

2.7
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調 査 研 究

佐 野 千 絵(物 理 研 究 室)

④ 劣 化処 理 した 絵 絹 の分 光 学 的 研 究(三 浦,川 野 邊,馬 淵 と 共 同)

日本 文化 財科 学 会 第7回 大 会

④ 絵 絹 の 劣化 の定 量 的 評 価(三 浦,川 野邊,馬 淵 と共 同)

第12回 古文 化財 科学 研 究 会 大 会

④ の ぞ い て み よ う ミク ロの世 界 一 東 大 寺 南 大 門 仁 王像 咋 形解 体 修 理 に関 して 一

所 内総 合 研 究 会

XOStructuresofChlortrimethylstannaneSn/CH,/,CI

DispersedinVariousMatrices(富 永,佐 藤 と共 薪)

J.Radioanal.Nucl.Chem.,Letters,137,pp.87-96(1989)

※ 印 は補 遺

新 井 英 夫(生 物 研 究 室 長)

① 加 害 生 物 の防 除 対策 「博 物 館 ハ ン ドブ ッ ク」 雄 山 閣

① 微 生物 に お け る被害 と対 策 「文 化 財 ・保 存 科学 の原 理 」 丹 青 社

OTheEnvironmentalAnalysisofArchaeologicalSites,Trendsin

AnalyticalChemistry(Elsevier)

② 日光 社 寺建造 物 の 生物 学 的 醐 査,保 存 科学 に お け る 生物 学 的 緒 問 題

(平 成 元 年度 文 化 財保 存 修復 研 究 協 議 会 記 録)

③ 博 物 館 実 務 ビデ オ講 座,文 化 財 の 劣 化 と傑 存 科学 丹 青 社

③ 石 造物 の 生物 に よる 被害,k:智 大 学 ア ン コー ル 調査 団 研 惨 川 テキ ス ト

④ 虎 塚 古 墳 に お け る埋 蔵 環 境 の微 生 物学 的 研 究,狡 飾f+1墳 の 保 存 と公 開

日本 文化 財科 学 会 第7回 大 会

④ 写 真 資 料 の 生 物 被害,第12回 古 文 化 財科 学 研究 会大 会

●lnducedFoxingbyComponentsFoundinFoxedAreas,

ICOMCommitteeforConservation,9thTriennialMeeting,1990,Dresden

●OntheEffectof"Sterilair"forAirborneMicrobes,

VICongressoLuso-BrasileirodeAlergiaaImunologia

●BrownDiseaseonPaintingsandBooksCausedbyAeroallergenMolds,

VICongressoLuso-BrasileirodeAlergiaaImunologia
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●AcidicMistintheSurroundingsofCulturalPropertyandItsEffectonMetals

The14thInternationalSymposiumontheConservationandRestoration

ofCulturalProperty‐CulturalPropertyandItsEnvironment‐2.10

⑤ 絵 画 に発 生 す る結 晶 につ い てNHKラ ジオ 第一 放 送[今 朝 の話 題 コ2.5,25

⑤ 絵 画 に発 生 す る結 晶 毎 日新 聞2.5

⑤ 絵 画 に起 き る病 気,そ の メ カ ニ ズ ム と対 策

FM東 京rFMさ わ や か ステ ー シ ョン ・今 朝 の話 題 」2.6,13

Q5Cancer'StrikesPaintingsMAINICHINEWSTODAY2.5,23

⑤ 酸 性 霧 が文 化 財 破 壊!文 化 財 研 究 所 が調 査 読 売 新 聞2.10,11

※ ② 新 設 脱 塩 装 置 に つ い て(青 木,平 尾,犬 竹 と共 著)

「保 存 科学 」No.29pp,69-962.3

※ 印 は補 遺

石 川 陸 郎(主 任研 究 官)

② 国 宝 中尊 寺 金 色 堂 の 照 明 に つ い て
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調 査 研 究

「国宝中尊寺 金色堂保存施設(新 覆堂)改 修報告書」

②国宝中尊寺金色堂内の錆 について

「国宝中尊寺金色堂保存施設(新 覆堂)改 修工事報告書」

QEnvironmentControlofNewly-builtMuseums,The14thInternational

SymposiumontheConservationandRestorationofCulturalProperty

山 野 勝 次(生 物研 究室)

①暗黒 の住者一 シロア リ研究の手引 き一(訳 書)キ ャッツ環境科学研究所

① 文化財 ・保存科学の原理(共 著)㈱ 丹青社

② 金属溶射被膜に よる防蟻 処理(第3轍)

一 亜鉛溶射被膜の厚 さと耐蟻性 に関す る野外試験一 「家屋害虫」

② エキボンに よる煽燕空間内に放置 した未撮影 写真 フ ィル ムについて

「文化財の虫菌害」

② 東京都板橋 区で発 見された アメ リカカンザイシ ロア リについて

「家屋害虫」

② エキボ ンで減圧煽燕 した'{偵 フ ィル ムと焼 き付け'4真 について

「文化財の虫菌害」

②館山IfJで発 見され たイエシAア リの巣について 「しろあ り」

③博物嬉実 務 ビデオ講座一文化財の劣化 と保存 科学一(共 作)㈱ 丹青社

③世界におけるイエシ ロア リの概鋭 「家屋害虫」

⑤文化財の虫害と防除(第121睡1文 化財虫害保存研修会)(財)文 化財虫害研究所

⑤ シロア リの生態 に関す る実務的知識G城2年 度 しろあ り防除施1二上資格

第2次 指定講習会)㈹ 日本 しろあ り対策協会

⑤文化財虫菌害燃燕処理標準仕様 書な らびに危険防 止描置規定について

(第10回 文化財 虫菌害煽燕処理実務講習会)(財)文 化財虫害研究所

⑤昆虫に よる文化財の被害 と防除

(第11回 文化財虫菌害防除作業 把任者 の能力認定試験 とその講習会)

(財)文 化財虫害研究所

⑥ 羽蟻 の早期発見 日本工業新聞
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主要研究業績

修 復 技 術部

三 輪 嘉 六(修 復技術部長)

①r日 本馬具 大鑑』三(中 世編)(編 著)吉 川弘文館2.11

Q(SueWaresPTheRiseofaGreatTradition

JapanSociety,NewYork.2.12

② 「文化 財の保存修理」r博 物館学』Q放 送大学3.3

② 「文化財の修理」r佛 教藝術』195号3.3

⑤ 考古資料の収集 文化庁民俗文化財講習会 國立歴 史民俗博物館2.11

⑤ 考古資料 の保存修理 長野県博物館研究大会 長野県立博物館2.10

⑤ 「高松塚古墳 の諸問題」 ジャパ ンソサエテ ィー考古学 シンyei,ジウム3.1,12

中 里 壽 克(第 一修復技術研究室長)

①r中 尊 寺金色堂 と平安時代漆芸技法の研究』 至文堂2.10

① 『国宝 中尊寺金色堂附旧組高欄附古材保存 修理工事報告書』(共 著)3.3

③ 「佛功徳蒔絵経箱」 解説 『国華』1133号2.4

③ 「梅竹蒔絵鞍」 解説r日 本馬具大鑑』三(中 世)2.11

⑤ 「漆芸 品の修復」博物館美術 館等の保存担 当学芸員研修2.8

⑤ 「平安時代 の蒔絵技法について」 漆文化 講演会3.2

※⑤漆芸 品の修復 博物館 美術館等の保存担当者学芸 員研修1.8

※⑤漆芸 品の修復 博物館 美術館等の保存担当者学芸員研修63.8

※ 印は補遺

増 田 勝 彦(第 二修 復技術研究室長)

④糊料塗布紙の発徽性(ワ ーニ ャ ・プ ロムサ クソポ ンと共同)

古文化財科学研究会第12回 大会2.5

⑤和紙 と文化財修復 第3回 紙 アカデ ミー講座2.4

⑤図書館 ・美術館 の資 料 としての紙 文化財虫害研究所研修2.7

⑤史料の保存科学'ド 成2年 度史料管理学研修2.7

⑤文化財修理の設 計一絵画 ・書跡 などに付いて一

京都府文化財保護基金研修会2.9

⑤ 紙の劣化 と保存 第31"1公 文 霞館等職 員研修会2.10
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調 査 研 究

⑤紙製文化財 の修復 平成2年 度保存担 当学芸員研修

⑥ 高松塚 の保存環境 と壁画の修復

文化財科学会大会パ ネルデ ィス カ ッシ ョン 「装飾古墳 の保存 と公 開」

川野邊 渉(第 二修復技術研究室)

① 文化財 輪郭線測定 システムの開発(広 瀬 と共著)

考古学 と自然科学一 日本文化財科学会誌一,22,pp.77-83

④劣化絹の 自然科学 的研 究 平成元年度 日本文化財科学 会大会

⑤文化財の材質 と劣化 博物館 ・美術館等の保存担 当学芸 員研修

※①国指定史跡三殿 台住 居跡保護棟 内の温湿度環境(三 浦 らと共著)

保存科学,29,pp.9-16

※ 印は補遺

青 木 繁 夫(第 三修復 技術 研究室 艮)

OConservationofMetalicCulturalPropertyUndweHighHumidityinJapan

ConservationofMetalesinClimate

④野外金属文化財の保存の現状

⑤考古資料の保存と修復

⑤金属文化財の保存修復

⑤上製文化財の保存修復

⑤金属遺物の保存修復

⑥高松塚占墳保存修理マニュアル

野外 金属文化財保存研究会

埼It県 埋蔵文化財セ ソター

博物館 ・美術館等 の保存担 当学芸員研修

博物館 ・焚術館等の保存担 当学芸員研修

千葉県文化財セ ンター

⑥月夜町沢 口製鉄遺跡 の保存処理の調査 ・研究轍告書

2.7

2.4

2.

2.5

2.7

2.3

2.5

2.8

2.5

2.7

2.7

2.9

2.6

3.2

情 報 資 料 部

鶴 田 武 良(情 報資料 部長)

②民 国期 美術学校畢業同学録 ・美術 団体会員録集成(編 集)

「和 泉市久保惣記念美術 館 ・久保惣 記念文化財団東洋美術研究所紀要」

2・3・4号併合3.3

② 第7回 全国美術展覧会について

「現代中国の美術展 図録」 日中友好会館 美術館2.9

::



一
主要研究業績

② 芸術経 済学一 書画 の値段 と扇子 のこと

「扇絵展図録」和泉市 久保惣 記念美術館2.10

②鉄斎 と中国故事画 「中国故事を画 く展 図録」鉄斎美術館2.10

②現代中 国美術 の変 貌と未来rSTYLING」No.403.1

②民国期 におけ る全 国規模 の美術展覧会一 近百年来中国絵画 史研究1-

「美術研究」2493.3

②解放後 の全国X術 展覧会一近 【`∫年来中国史研究2-「 美術研究」2503.3

③美術 「中国年鑑1990年 版1中 国研究所2.6

③作家略歴(113名)「 現代中国の美術展 図録」 日中友好会館美術館2.9

③作家略歴 ・解説(81名)「 扇絵展 図録」 和泉市久保惣 記念 美術館2.10

③作家略歴 ・解説(26名)「 中国を画 く展図録」 鉄斎美術館2.10

米 倉 迫 夫(文 献資料研究室長)

②法然上人伝絵におけ る法然忠痛 避遁 図をめ ぐるノー ト

科学研究費一般研究(A)

「日本 におけ る絵画 ・彫刻 ・工 芸各分野 のモチ ーフの交流 に関する調査研究」

報告書 東京 国立文 化財研究所3.3

④ 東京国立文化財研究所 におけるデータベ ースの構築

アー トドキ ュメンテーシ ョン研究会2.6

④ 文化庁 情報 システ ム構 築の課題

重要文化資料研究協議会 東京国立博物館2.7,18

④ 鎌倉時代 肖像画素描

東京国立文化財研 究所 美術部 ・情報資料部公 開学術講座

国立西洋美術館2.12,1

島 尾 新(文 献資料研究室)

② 美術史 研究 用ルー ツと してのキ ーワー ド辞書(共 著)

情報処理学会研 究報告欝90-FI-182.7

② 美術史 研究 におけ る画像処理技術利用 の現段階(共 著)

国立歴史民俗博物 館研究 報告 第30集3.3

② 「キー ワー ド辞書」を用いた美術史関係文献検索 システム(共 著)
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調 査 研 究

国立歴史民俗博物館研 究報告第30集3.3

② 「影響」か ら 「共有」ヘー 「モチー フの交 流」 につ いての覚書一

科学研究費 一般研究ω

「日本における絵画 ・彫刻 ・工芸各分野のモチーフの交流に関 する調査研究」

報告 書 東京国立文化財 研究所3.3

④ 水墨画の諸問題 仏教美術の会2.4,21

④研究者を対象 と した小規模システムの特性

アー ト ドキ ュメンテー シ 層ン研究会2.6,2

④美術史研究用ル ーツとしてのキー ワー ド辞書(共 同発衷)情 報処理学会2.7,10

④ 日本絵画史研兜におけ るコソピュー タ利用

意要文化資料研兜協議会 東京国 立博物館2.7,18

④ 「影響」か ら 「共有」へ 美術部 ・情轍資料部研究会2.9,12

④ 焚術 史研究 の情 報空間 「かたちの情報学」研究会 国 立歴史民俗博物館2.9,20

⑥ 書辞 と紹介 『日本絵画史の研究』 日本歴史2.7

⑥ 日本美術史 室町 美術手帖2.10

井 手 誠 之輔(写 真資料研究III)

②美術史研究における画像処理技術利川の現段階(共 蒋)

国 立歴史民 俗博物館研 究轍告第30集3.3

② 十 い 四 世紀の仏浬繋図にみる中国 とfl本

科学研究費一般研究(A)

r日本に おけ る絵画 ・彫刻 ・Il葺各 分野の モチ ーフの交流に関 する調査研究」

報告 書 東京国立文化財 研究所3.3

④ 美術 史研究 におけ る画像処理技術の応用

一 ヴ ィジュアル ・イメージの知的再生産一 所 内総合研 究会2 .4,24

④ 室町 水墨画 研究 会調査概況報告 美術史学会東支部例会2.7,7

⑥ 書評_『 高口時 代阿弥陀画像の研究』 鄭干滞著rヂ アルテ』7号3.3

長 岡 龍 作(写 真資料研究室)

②美術史研究用ル ーツとしての キーワー ド辞 書(共 著)

情 報処理学会研究報告90-FI-182.7
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主要研究業績

②来 迎美術 研究1初 期観経変相 図の諸相

科 学研究 費一 般研究(A)

「日本におけ る絵 画 ・彫刻 ・工芸各分野のモチー フの交流に関す る調査研究」

報告書 東京国立文化財研究所3.3

② 「キー ワー ド辞衡」 を用 いた美術史関係文献検索 システム(共 著)

国立歴史民俗 博物館研究報告第30集3.3

③作 品解脱 目本の仏像人 百科1如 来 ぎょうせい2.9

③作 品解説 日本の仏像大 百科4天 ぎょうせい3.3

④ 美術史研究におけ るキー ワー ド辞書 と検索 システ ム

アー トドキュメンテ ーシ ョン研 究会 東京 国立文化財研究所2.6,2

④ 美術史研 究用 ツールと しての キーワー ド辞書(共 同発表)情 報処理学 会2.7,10

⑥ キ ーワー ド辞 書 と検索 システ ムのパイ ロッ トモデルにつ いて

アー トドキ ュメンテーシ ョン通信第6号2.7

ア ジ ア 文 化 財 保 存 研 究 室

西 浦 忠 輝(ア ジ ア文 化 財 保 存 研 究 室 長)

① 文 化 財 の 保存 を 目的 と した 歴 史 的 住宅 建 築 の構 造 力 学 的 研 究 一 接 合 部 の強 度 に

つ い て一(伊 藤,杉 山,安 藤 と共 著)住 宅 総 合研 究 財 団3.2

① 石 材 の 凍 結劣 化 とそ の 防 止 法 科 学 研 究 費 研 究 成果 報 告書3.3

② 古 建 築 の 外装 塗装 の物 性 に関 す る研 究(1)一 丹 色 塗 装 の人 工 劣化 促 進 試y.

(川野 邊,岡 部 と共 著)「 保 存科 学 」303.3

●ExperimentalStudyontheDimensionalChangeofHighlyDecayed

WaterloggedWoodAccordingtoAmbientHumidityAfterPreservation

Treatment(今 津 と共 同)4thICOM-GrouponWetOrganicArchaeological

MaterialsConference,Bremerhaven2.8

●ANewFreeze-dryingMethodUsingMannitolandPEGforthe

PreservationofWaterloggedWood(今 津 と共 同)

9thTriennialMeetingofICOMCommitteeforConservation,Dresden2.8

4QAssessmentofConservationEfficiencyofVolcanicTuffsTreatments

L
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調 査 研 究

byRadioactiveLabelling(Sramekと 共 同)

InternationalConferenceontheHistoricalMonumentsMadeofVolcanic

Tuffs,EasterIsland,Chile

●ANewMethodofConservationofRockReliefs

UNESCOSeminaronModernTchniquesofRestorationforthe

PreservationofCulturalProperties,Jakarta

Q5TechnicalMethodsofPreservationandRestorationofStoneandWood

UNESCOSeminaronModemTchniquesofRestorationforthe

PreservationofCulturalProperties,Jakarta

⑥ ソ ウ ル,慶 州 石 造 文 化 財 の 保 存 調 査 報4書 韓 国 文 化 財 研 究 所 提 出

⑥ 敦 煙 文 化 財 の 保 存 修 復 に 関 す る 調 査 研 究 一 備 忘 録 一(濱 田,二 浦 と 共 同)

朽 津 信 明(ア ジ ア 文 化 財 保 存 研 究 電)

2.10

3.3

3.3

2.10

3.3

② 神奈 川県砂 田台遺跡出f:の 石器に競察 され た風化一考古遺物 の タフ ォノ ミー一

「第四紀 研究」30

④サ ヌカイ トの風化速度(飯 島 と共同)日 本地質学会第97年 学術大会

⑥共通 一次世代 の研究 者 暑波 「科学」60

⑥ア ジア文化財保存 セ ミナー邦文要 旨集く翻訳〉(馬 淵 と共著)

⑥ アジア文化財保存 セ ミナー会議録(馬 淵,佐 野 と共著)

3.2

2.10

a.ii

a.ii

3.1
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Ⅳ.事 業

1.出 版

(1)美 術 研 究

平成2年 度は第348壕 か ら第350}ナが ド記の内容で 「凹行 された。

美術 研究 第348号('ド 成2年8月)

池 大雅に おけ る画譜に よる制作

池 大雅筆指墨 山水 図(図 版解説)

黒 田清輝筆少 女雪子十一歳(図 版解説)

内国勧業博覧会 ・万国博覧会関係文献所在 目録

美術 研究 第349号(平 成3年3月)

黒 田清輝 の作 品と西洋文学

民 国期におけ る全 国規模の美術展覧会

鹿 子木孟郎筆某未亡人 の肖像(図 版解説)

美術 研究 第350号(平 成3年3月)

黒 田清輝 と構想画

明治美術 と美術行政

解 放後の全 国美術展覧会

(2)日 本美術年鑑

平成2年 版(平 成3年3月 発行)

平成元年 の内容 をもつ。B5判257頁 。

平成 元年美術界年史

美術展覧会(現 代美術 ・西洋美術)

美術展 覧会(東 洋古美術)

美術文献 目録(定 期刊行物所載) (現代 美術 ・西洋X術)
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事 業

美術文 献 目録(定 期刊行物所載)(東 洋古美術)

物 故者

(3)芸 能 の 科 学

古典芸能 につ いての研究論文,調 査報告,資 料翻刻等を掲 載 している。 平成2年 度

は所属研究員に よる論考集 の編集を行 った。

芸能の科学19芸 能論 考刈(平 成3年 発行r・定)

(4)保 存 科 学

所属研究員に よる文化財 の保存 と修復に関す る科学的調査,研 究,受 託研究 報告等

の給文轍告 および修復 処置概 轍算 を掲載 してい る。 平成2年 度は第30号 の編集 を行 っ

た。

保存科学 第30号(平 成3年8月 発行 丁'定)

2.黒 田 清 輝 巡 回 展

烈 Ⅲ清輝 の遺作の多 くを所蔵 している本研究所は,/¥¥[川清輝の功績 を記念 し併せ て

地力 文化の振興に資するために,昭 和52年 度か らの事業 として黒田清輝巡 回展 を年1

回地 力において開催 して きた。'F成2年 度 は次の とお り開催 された。

会 場 八戸市美術 館

会 期 、1リムこ2{F10月6日(畳:)～111111日(ll)

1こ 催 東京国 立文化財研究所 ・青森県教 育委i員会 ・八戸市教 育委員会

開催 日数31日

人場者数5,212人

陳列点数 油彩 ・パ ステル60点,木 炭 デ ッサ ン50点,写 生帖17冊,書 簡3点,日

記5冊,参 考資料若P

図 録A4判 変型,128頁,原 色図版24頁,単 色図版73頁
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一
公開学術講座,夏 期学術講座

3.公 開学術講座

美 術 部 ・情 報 資 料 部(第23回)

日 時 平成2年12月1日(土)13:30～16:30

会 場 国立西洋美術館

講 演(D鎌 倉時代 肖像画素描

(2)黒 川清輝 と西洋文学

米 倉 迫 夫

山 梨 絵f一

芸 能 部(第21回)

口 時 平成2年12月25日(火)18:00～20:30

会 場 矢来能楽堂

テ ー マ 忠臣蔵一落 語 と舞踊 にみ る受容 と展開一

講 演(1)落 語における忠 臣蔵の受容

(2)「 八段 目」下 の巻につ いて

実演 と話 「八段 目」 下の巻

話 藤間 藤子

実演 舞踊 藤間蘭景 ・藤間蘭黄

浄瑠璃 常磐津初勢太夫

三味線 常磐津紫弘

聞 き手 三村 昌義 ・丸茂美恵子

4.夏 期学術講座

三 村 昌 義

丸 茂 美恵子

芸 能部

芸能部においては,芸 能 の多角的かつ総 合的な研究に資す ることを 目的 として,例

年夏期4日 間にわたる学術講座を,都 内各大学 の大学院生を対象に実施 して いる。会

場を東京国立文化財 研究所会議室 とし,芸 能 部員がそれぞれの専門分野 におけ る研究

成果を体系的に論ず るかた ちをとる。

平成2年 度は 「採 り物 と芸能一扇を中心に一」 とい うテ ーマを設け,中 村茂子が担
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事 業

当 し,7月2日 か ら5日 までの4日 間にわた り実施 した。 受講 者は東京 芸術 大学,東

京大学,学 習院大学,明 治 大学,早 稲 田大学,国 学院大学,実 践女子大 学の各大学院

生お よび国文学研 究資料館,江 戸東京博物館の研究者で,受 講 者数 は18名 。 日程及び

テーマ細 目は 下記の とお りである。

7月2日(月)

序論一歴史 ・研究史 ・文献一

機能分析一 文学作品を中心 に一

儀礼 一1一 有職 故実 ・宗教 ・民俗

7月3日(火)

儀礼 一2一 中世の地方豪族に見 られ る扇の効用

神体一一那智の扇祭 り ・黒川能

狼楽 一1一 女算(1且二節舞 ・白拍子 ・曲舞)

7月4日(水)

猿楽 一2一 扇舞 ・能3f:ri

神楽一巫女卿 ・修験 系神楽一

田楽一田楽離 ・川遊 ・川植神 事 ・田植踊一

7月5日(木)

巡遊 芸,そ の他一 千秋 万歳,延 年な ど一

絵画資料一 ス ライ ドを中心に一

まとめ ・質疑 応答

5.博 物館美術館等の保存担当学芸員研修

近年博物館 ・美術館などの数が増加する と共 にその施設 が近代化 し,燃 蒸室,保 存

担 当室,修 復 室な どの保存 に関す る施設設備 が整備 されて,保 存部門を担当す る職員

が配備 されつつある。 しか し,こ れ らの職員が保存科学の知識や技術を修得 しようと

して も適切な学習の場や教材がな いのが実情 である。その ため博物館,美 術館な どの

学芸員で保存を担 当する ものに対 して,文 化財 の科学的保存に関す る基礎的な知識 お

よび技術について研 修を行 い,そ の資質の向上 を もって文化財の保護 に資する ことを

目的 とし研修会を開催 した。受講者数23名 。 日程 および研鯵題 目,講 師は下記のとお
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博物館美術館等の保存担 当学 芸員研修

りであ った。

7月23日(月)

開講式 ・オ リエ ンテーシ ョン ・所 内見学

保 存科学概 論 保存科学部長 馬 淵 久 夫

保 存修復概 論 修復技術部長 三 輪 嘉 六

7月24日(火)

紙 製文化財 の修復 第2修 復技術研究室 長 増 田 勝 彦

実 習一 燃蒸一 生物 研究室 長 新 井 英 夫

文化財の生物 劣化一虫徽害 と対策一 新 井 英 夫

7月25日(水)

実習 増 田 勝 彦

展示環境 皿 保存科学部主任研究官 石 川 陸 郎

7月26日(木)

彩色材料 東京芸術 大学教授 杉 下 龍一郎

温湿度の計 測 物理 研究室長 三 浦 定 俊

実習一 温湿 度機器 の補正一 三 浦 定 俊

7月27日(金)

展示環境1一 環境 と劣化一 保存科学 部主 任研究官 .門 倉 武 夫

見学 門 倉 武 夫

実習一 生物一 新 井 英 夫

7月30日(月)

文化財の照 明 石 川 陸 郎

実習一 光源 の取 り扱 い一 石 川 陸 郎

土製文化財 の修復 第3修 復技術研究室長 青 木 繁 夫

7月31日(火)

文化財の分析化学 物理研究室 佐 野 千 絵

工芸品の修復 第1修 復技術研究室長 中 里 壽 克

金属文化財 の修復 育 木 繁 夫

8月1日(水)
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事 業

文化財の有機化学

自由研修

8月2日(木)

科学 写真の文化財への応用

実習

8月3日(金)

実習

文化 財の修復 と合成樹脂

実習

8月4日(土)

レポ ー ト作 成

鯵r式

第2修 復技術研究室 川野邊 渉

俊

郎

定

陸

浦

川

三

石

石 川 陸 郎

名誉研究員 樋 口 清 治

樋 口 清 治

6.国 際研究集会

昭和52年 よ り侮年L:決 め文化財の保存 及び修復に関す る国際 シンポジウムを開

催 してい るが,今 年は 「文化財 と環境」 をテーマと し,保 存科学部の担 当で開催 した。

海外 から6名,国 内か ら9名 の研究轍{9渚 を迎 え,外 的要因に影響 されやす く脆弱な

文化 財を取 り巻 くさまざまな環境の脇伽 につ いて,参 加者120余 名 で活発 な討 議が 行

われ た。 日樫 および発表題 目は以 ドの通 りである。

名 称

時

所

H

場

The14thInternationalSymposiumontheConservationand

RestorationofCulturalProperty

‐CulturalPropertyand[tsEnvironment‐

平 成2年10月11日 一13日

国 立 教 育 会 館 社 会 教 青 研 惨 所

(題 名お よび 莞 表 者)

10月11日(木)

【セ ヅシ ョンi】 基 調 講 演

1.EnvironmentalProblemsSpecialTopicsinJapan

(日 本 国 内 に おけ る環 境 問 題)㈱ 文 化 財 虫 害 研 究 所 登 石 健 三
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一
国際 研 究 集 会

【セ ッ シ ョ ンH】 以下 研 究 発 表

2SurveysforIndoorAirPollutionintoHistoricBuildingstheItalian

Experience

(歴 史 的建 造 物 に おけ る室 内環 境 汚 染 の 調 査 一イ タ リア の 場合 一)

mマ 中 央修 復 セ ンタ ーM.マ ラベ リ

3.PreservationofOutdoorSculptures

(屋 外彫 刻 の保 存 管 理 に つ い て)箱 根彫 刻 の森 美術 館 市川 茂

4.ClearingtheAir:TheRoleofEnvironmentalChemistryintheDecayof

CulturalObjects

(空 気 浄 化 … 文化 財 劣化 に おけ る環 境 化 学 の 役 割)

国 立 公 園管 理事 務 所S.シ ャー ウ ッ ド

5.AcidicMistintheSurroundingsofCulturalPropertyandItsEffecton

Metals

(文 化 財 環 境 中 の酸 性 ミス トとそ の金 属 へ の 影 響)

東 京 国 立 文化 財 研 究 所 門倉 武 夫

10月12日(金)

【セ ッシ ョン 皿】

6.EffectofIndoorContaminantsonCulturalPropertiesandCountermeasure

(室 内汚 染 因 子 … そ の 文 化財 へ の影 響)

東 京 国 立 文化 財 研 究 所 見 城 敏 子

7.SomePracticalConsiderationsandSolutionsforPreservationintheMuseum

Environment

(博 物 館 内保 存 に お け る い くつ か の問 題 点 とそ の解 決法 の実 例)

ウオ ル タ ー美 術 館 丁.ワ イ サ ー

8ConservationFacilityandEnvironmentoftheNationalMuseumof

ContemporaryArt,Korea

(新 築 美 術 館 の 環 境 … 現 代美 術 館 の場 合)

国 立現 代 美術 館 姜 貞植

【セ ッシ ョ ンⅣ】
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事 業

9.ChangeofTemperatureandHumidityofArtduringAirTransportation

(空 輸 中 に お け る美術 品 の 温 湿度 変 化)国 立 西 洋 美 術 館 長 谷 川 三 郎

10.RH-andTemperature-VariationsinaTransitPackage

(梱 包 ケ ー ス内 の 温湿 度変 化)国 立 歴史 民 俗 博 物 館 神 庭 信 幸

11.ShowcaseofCulturalPropertyfortheExhibition

(文 化 財 のた め の 展示 ケー ス の あ り方)文 化 庁 半 沢 重 信

12.PreventativeConservationinNationalTrustHouses

(ナ シ ョナル トラス ト所 有 の 歴 史 的 建 築物 の保 存)

ナ シ8ナ ル トラス トS.ス タニ フ ォー ス

101!1311(士 二)

【セ ヅシ ョ ンV】

13.ProtectingWorksofArtfromtheDamagingEffectsofLight

(美 術 品 に 対 す る光 の 影 響)ナ シ 置ナ ル ギ ャラ リーD.サ ンダ ー ス

14.EnvironmentControlofNewly-builtMuseums

(新 設 博物 館 内 の 環 境 制 御)東 京国`/1/文化 財 研 究 所 石 川 陸 郎

15.IndoorExhibitionClimateandConservationMeasures

(屋 内展 示 環 境 と保 存 対 策)MOA美 術 館 鯨 井 秀 信

7.ア ジァ文化財保存セ ミナー

一 石造 文化財 の保存におけ る問題 点一

各園の民俗的 な文化遺産は人頬共通の遺産 であ り,そ の保存の重要性 について国 際

的に認識 されつつ ある。東京国立文化財研究所は文化庁,奈 良国立文化財研究所 と共

催 で,ユ ネス コ ・アジア文化セ ンターの協力の もと,ア ジアで もっとも普遍 的な課題

の1つ である石造文化財の保存について耐議す る場 を設けた。国内か ら3名,海 外 か

ら13力 国の報告者 を迎 え,多 数のオブザーバーと共に,ア ジアの文化財保存 に関す る

情 報交換,国 際 協力の あ り方に関する具体的な提 言など,ア ジア各国の石造文化財 の

現状把握や 保存修復に関す る諸問題 等について活発 な論議がかわ された。 日程 および

発表題 目は以下の通 りであ る。

名 称SeminarontheConservationofAsianCu且ruralHeritage
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(土)-12日

(火)

㈲大阪文化財セ ンター 坪 井清足(基 調講演)

石造文化財保存の基 本概念

2.ネ パ ール考 占局Shapha且yaAMATYA

ネパ ールの石造建造物 一保存におけ る今 日の問題一

3.イ ン ド国立文化財保存研究所MadhavanP.VelayudhanNAIR

イ ン ドにおける石造文化財の保存

4.フ ィリピン国立歴史研究所LoreleiD.DELCASTILLO

フィ リピンにおける石 の保存

5.昭 和女子大学 江本 義理

日本における石造文化財 の保存(1)劣化の調査

6.ブ ータン文化特別委員会KinleyGYELTSHEN

ブータンにおける石造文化財保存の今 日の問題

7.中 国文物保護化学技術研究所 買 瑞 廣

中国における石造文化財保存の研究

懇親会

11月14日(水)

8.ICCROMWernerSCHMID(基 調 講演)

石造文化財保存 の方法論 および科学技術的 側面:最 近の傾向

9.韓 国 国立文化財研究所 金 奉 建

韓国における石塔の保存

10.モ ル デ ィブ国立言語歴 史研究所

モルデ ィブにおけ る石造文化財 の保存

11.タ イ美術局第6分 室BorvornvateRUNGRUJEE

日

場

11月9日

11月10日

11月13日

1

ア ジ ア文 化 財保 存 セ ミナ ー

‐CurrentProblemsontheConservationofStone‐

時 平 成2年11月9日 一15日

所 国 立 京 都 国 際 会 館

(金)開 会 式 お よび レセ プ シ ョン(於 上野 精 養 軒)

(月)国 外 参加 者 の 視察 ・見 学(京 都 ・奈 良)
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ペ ラ サ ト ・ピ ン ・フ ァノ ム ・ワ ンに お け る石 の 劣 化

12.イ ン ドネ シア ・ボ ロブ ドー ル保 存 計 画 局HubertusSADIRIN

イ ン ドネ シア に おけ る石 造 文 化 財 の 保 存 の 問 題 点

13.奈 良 国 立 文 化 財 研 究 所 沢 田 正 昭

日本 に お け る 石 造文 化 財 の 保 存(2)材 料 と技 術

11月15日(木)

14.ラ オ ス 文化 省 博 物 館 ・考 古 ・記念 物 局ThongsaSAYAVONGHAMDY

ワ ッ ト ・プ ー とそ の 修復 に おけ る諸 問題

15.マ レー シ ア博 物 館 局考 古 室ADIHajiTaha

ケ ダ ー ・ブ ヤ ン谷 に お け る 石造 建 造 物 の保 存

16.ス リラ ン カ考 古局NandaAmaraWICKRAMASINGHE

ス リ ラ ンカに おけ る古 い 記 念物 の保 存

総 合 討 議

閉 会 式

8.会 臓

第19回 文化財保存修復研究協臓会

日 時'F成2年9月27日(木)10～17時

場 所 東京 国11.博物館資料館セ ミナー窒

主 題 文化 財の保存 ・修復のための調査について 皿

一 と くに 有機 文化財の試料採取を中心 と して一

昭和62年 に同 じテーマを取 上げ,現 状把掘 のための闘査は どうあるべ きか,調 査方

法は どの様 に改 善されて来たかについて協議 し,成 果をLげ た。

て,試 料採取 に関す る問題 を取上げた。

文化財の調査 研究 のLで サンプ リングを どう取扱 うか,そ の成果を どの様に文化 財

保存に役立てるか とい う問題 を堀下げる ことに した。

講 演

有機材料の分析 の歴 史 と成果

昭和女子大学教授 江 本 義 理

:1
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一一 一一 一 一 一 一 一 一 一 一 一 コ

染織文化 財の分析

共 ㍍女子大学教授 柏 木 希 介

パネルデ ィスカ ッシ ョン

「文化財 調査 とサンプ リングについて」

漆1:芸作家

岡弔光堂

創形美術学院修復研究所

IE倉院事務所

東京国立博物館

文化庁美術工芸課

文化庁美術工芸課

東京国立文化財研究所

東京国立文化財研究所
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会 議

第2回 アジァ文化財保存修復協 力セ ンター(仮 称)設 置に関す る調査研究会

日 時 平成3年1月31日(木)14～17時

場 所 別館会議室

内 容 アジアの文化財の保 存,修 復 に関す る国際的な研究 交流,保 存修復事業へ

の協力,専 門家の養成,情 報 の収集 と活用等を実施 し,文 化財保護におけ

る国際的な責務を果たす とともに,文 化財の保存修復に関す る研究の向上

に資す ることを 目的 とす るアジア文化財保存修復協 力セ ンター設置のため

の調査研究会 として,外 部の専 門家,文 化庁 お よび東文研関係者が出席 し

て,セ ンターの設置 目的,事 業 内容,組 織,管 理運営,施 設等に関する事

項 につ いて検討,協 議を行 った。
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事 業

9.国 際 ・国内交流

(1)平 成2年 度職員の海外渡航

氏 名 渡 航 先 目 的 期 間 備 考

鶴田 武良 中華人民共和国 民国美術学校及び美術教育資料
の調査

2.4.26^-5.13 自己負担

馬淵 久夫 イ タ リア イ ク ロム財 政 ・事業計画委員

会,理 事会及び総会 出席

2.5.1^-5.15 文部省

平尾 良光 トル コ カマ ンカ レホユ ック遺跡の発掘

調査

2.7.12^-8.24 中近東文化
センター

増田 勝彦 ス イ ス 紙製文化財償復研償の実施 2.7.25^-9.5 スイス高等
教育基金

三濾 定俊 フランス,東 独
ベルギー他 簸 秀響辮 聡 雷

2.8.18^-9.11 自己負担

新井 英夫 東 独,フ ランス
ベルギー他

羅糞星総 鵠欄
2.8,239.22 自己負担

井手誠之輔 オ ランダ,西 独
フ ランス他

n一 ロッバ所在中国絵画の調査 2.9.14^-11.2 科学研究費

濱田 隆 中華人民共和国 敦焔文化財の保有に関する日中

鏡騰 榊 こついて協鰍 び

2.10.19^-10.31 外国旅費

三浦 定俊 " " " 科学研究費

西浦 忠輝 " " " "

最所 親志 " " " 外国旅費

増田 勝彦 イ タ リ7 紙製文化財償復研兜の実施 2.10.24^-11.8 zネ ス コ

井上 一稔 大韓民国 金鋼仏展見学及び有仏側査 2.10.29^-11.2 自己負担

長岡 龍作 " " " "

新井 英夫 ブラジル 6回 国際ア レルギー,免 疫学
曇議出席

2.11.1^-11.10 "

馬淵 久夫 イタ リ7 イ クロム財政 ・事巣計画委員会

出席

2.11.18^-11.24 イ ク ロ ム

鶴田 武良 中華人民共和国 近代中国絵画研究 2.11.18^-11.27 自己負担

関ロ 正之 ア メ リカ 在米日本絵圃彫刻の調査 2.12.4^-12.22 古文化財

増田 勝彦 " 〃 " "

三宅 久雄 " 〃 " 〃

島尾 新 〃 " " n

一82一



『 一

国際 ・国 内交流

氏 名 渡 航 先 目 的 期 間 備 考

佐藤 道伯 " 日本 美術 関係 コレクシ ョンカタ
ログ収集

3.1.6^-1.22 自己負担

三輪 嘉六 ア メ リ カ 日本 考古学 シ ンポジウム出席 3.1.9^-1.19 ジ ヤパ ンS

ギ ャ ラ リ

鶴田 武良 台 湾 民国期絵画の調査 3.1.16^-1.19 自己負担

馬淵 久夫 ア メ リ カ ス ミソニ7ン 研究機構 との共同

研究

3.2.12^-2.21 科学研究費

三浦 定俊 " " 〃 "

平尾 良光 〃 " 3.2.12^-2.18 "

西浦 忠輝 イン ドネシア ユネス コ主催 セ ミナーでの講演

及び石造遺跡 の保存状況調査

3.2.2T^-3.8 ユ ネ ス コ

関口 正之 アメ リカ合衆国 在米日本美術品の調査 3.3.2^-3.22 古文化財科
学研究会

三輪 嘉六 " " 〃 "

島尾 新 " 〃 〃 "

三宅 久雄 〃 11 3.3.2^-3.15 //

井上 一 稔 " " " 〃

三浦 定俊 中華人民共和国 敦煙文化財の保存に関する日中
共同研究計画についての協議及
び敦煙文化財の保存状況につい
て現地調査

3.3.9^-3.23 外国旅費

馬淵 久夫 " 〃 3.3.11^-3.23 科学研究費

増田 勝彦 " 〃 〃 "

西浦 忠輝 " 〃 " 外国旅費

川野邊 渉 〃 " 〃 //

江原 勉 〃 " " "
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事 業

(2)招 へい研究員

昭和53年 度 よ り招へい研究員制度 が設け られ,平 成2年 度は国外11名,国 内1名 の

研究員を招へい し,下 記の ように共 同研究が行われた。

国外招へい研究員

氏 名 国籍 役 職 招へい期聞 共同研究課口 研 究代 表 者

モ ハ メ ド ・イ ブ

ラ ヒム ル トビイ

モル

ジブ

モル ジブ国立言

要屡纈蹴
2.11.8
^-2 .11.17 畿 禦 箋保存

保存科学部長
馬淵久夫

段 文 傑 中国 敦熾研究院長 2.12.zo
^-2.12.29 蹴 麗霧舘

本における文化財
の保存状況視蟻

所長濱
田 隆

鐘 聖 祖 " 甘粛省文化庁文物
処畏

〃 " "

孫 儒 伺 "

謳 爵甕院保農
N 〃 "

孟 繁 新 " 〃 人 事処長 " " "

楊 林 "

謙 物肋 理
" " "

向 暁 梅 "

辮質魁鱒
z.ia.zi
^-3 .3.5 駆 秤学燗 する

"

郭 宏 〃 〃 〃 " " "

テ イ テ マ ワ ン

テ ラ プ ラサ ー

ト

タイ タイ国立博物館 3.2.19
^-3.3.13 謹衡欝 箋保存籔修贈 麗

チ ャ リ シ ン ハ

シ リ

" ''" " " "

ワ ラン カ ナ エ

ム カ ウ

" ''" " " "

国内招へい研究 員

氏 名 役 職 招 へ い 期 間 共同研究課題 研究代表 者

久 野 寒彦 岐阜大学教青学部
教授

2.8.20
^-2 .9.1

延年の研究 音楽舞踊研究室長蒲生郷昭
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国際 ・国内交流

(3)平 成2年 度海外研究者の来訪

平成2年4月1日 ～平成3年3月31日

氏 名 国 籍 所 属 等

張 徳 勤 中華人民共和国 国家文物局長 他2名

銭 法 成 " 漸江省文化庁長 他2名

ジ ャ ン ・フ ラ ン ソ ワ

ジ ャ リー ジ ュ

フ ラン ス ギ メ美術館 長

凋 大 真 中華人民共和国 新彊自治区対外文化交流協会
副会長 他5名

戚 学 慧 " 文化部対外文化連絡局他24名

金 享 杢 韓 国 文化財管理局課長 他38名

柳 承 國 II ㈲東方文化研究院

李 午 悪 "

シ ュ リ ソ マ ス リラ ソカ

ダイバイ ヴ ェ トナ ム

ト ー マ ス ・チ ェ イ ス ア メ リカ ス ミソニア ン研究機構
フリーア美術館 保存主任科学者
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V.研 究 施 設 ・設 備

1.蔵 書

美 術 関 係 図書

日本 ・東洋古美術,日 本近代 ・現代美術,西 洋 美術 の全 般に わた る研 究書 を中心

に,関 連図書,各 種 叢書,辞 典類な ど和漢 書(40,068),洋 書(4,059),計44,127冊 の

ほか,各 都道府県市町 村教育委 員会編集の文化財 関係 報告 書,焚 術 関係雑 誌,紀 要

類,売 立 目録,展 覧会 目録な どを所蔵 し,所 内及び所外の研究者の利 用に供 して いる。

芸 能 関 係 図 書

雅楽 ・寺事 ・能 ・歌舞伎 ・文楽 ・邦楽 ・民俗芸能 ・寄席rry;,その他 わが国の伝統芸

能 の研究に必要な図1:.冊 を所蔵す る。演芸画 報 ・歌卿伎新報(第1次)・ テ ア ト

ロ(第1次)・ 新劇 ・1:力 ・民俗 芸術 ・日本民俗 ・芸能復興 ・郷i研 究 ・旅 と伝説な

どの雑誌,そ れに声明本 ・調本 ・徽f手 付本 ・丸本な どの台本 ・譜本 も収集 して いる。

保 存 科 学 ・修 復 技 術 関 係 図 書

古 来の伝統的生産及びrc・1.y;技術 欝,技 術史,ま たは数少ないそれらの科学 的究 明を

試み たもの,修 理is事 搬告膚及び物理学 ・生物学部門の保存科学 に関 連ある和洋書を

合わ せて3,025冊 を所蔵 している。

本年度に おけ る収書数 と総 計は次表のとお りである。

区 分
美 術 関 係 芸 能 関 係 保 存 科 学 ・鯵

復 技 術 関 係 計

和 漢 書 洋 書 和 漢 書 洋 書 和 漢 書 洋 書

2年 度 475冊 8冊 454冊 4冊 25冊 4冊 573冊

総 数 40.068" 4.059" 8.973" ll5" 2,010〃 1.015" 55.270"

:.



一
資 料

2.資 料

美 術 関 係資 料

実物 よ りの直接撮影 を主に した写真資料の作成整理 と,購 入写真,複 写写真に よる

補足整備に加えて,印 刷物中の図版を もお さめ るとい う方式で,当 研究所設立当初 よ

り一貫 して力を注いで きた解 真資料 を有す る。それ らは 日本東洋 古美術,日 本近代 ・

現代美術,西 洋美術 の全域 にわた り,そ れぞれ絵画,書 蹟,彫 刻,1二 芸,建 築等の諸

部門 に及ぶ。特別大型の ものか ら小型 の ものまで総数凡そ26万 点,原 板保有 量はほぼ

3分 の1に あた り,別 にマイ クロ ・フ ィルム255巻 が ある。写真資料 のほか,拓 本,作

家伝記資料,落 款印章資料,近 代 ・現代作家 ・団体 ・作 品資料,資 料 スク ラ ップ等

と,図 書カー ド,図 版 カー ド,各 種索 引類 な ど多数。

芸 能 関 係資 料

レコー ド,録 音テープ,シ ネフィル ム,ビ デオテープ,写 真等に よる芸能資料 を数

多 く備えている。 レコー ドに は,毎 年各社か ら発売 され る伝統芸能関係 レコー ドのほ

か,昭 和35年 度文部省機 関研究費に よって購入 した安原 コレクシ ョン レコー ド5,450

枚が含 まれてい る。安原 コレクシ ョンは,明 治 ・大 正 ・昭和三代にわた って発売 され

た各種邦楽 レコー ドを網羅 したもので,近 代におけ る邦楽の実態 と変遷を知る上で貴

重な資料 である。録音テープ及び写真は,雅 楽 ・能 ・歌舞伎 ・邦楽 ・邦舞 ・寺院行事

・民俗芸能その他の伝統芸能 を対象 に記録 してきた もので,奏 演法 の解析を中心 とし

た写真,テ ープ,あ るいは各種文書 の記録写真等 も含んでいる。資料別 の所蔵数は,

つぎの とお りである。

区 分 レコ ー ド

録 音 テ ー プ シ ネ フ ィ ル ム ビ デ オ テ ー プ

アナ ログ

方 式
PCM方 式 ・IIII 16mm

svHs

方 式
iIIII

昭和63年度 34枚 39本 35本 0本 0本 8本

平成元年度 8枚 24本 54本 0本 0本 23本

平成2年 度 0枚 14本 46本 0本 0本 12本 11本

総 数 7,118枚 2,852本 278本 198本 4本 237本 ll本
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研究施設 ・設備

3.主 要 機器 ・設 備

美術部 ・情報資料部

名 称 使 用 目 的 備 考

X線 透過撮影装置 軟X線 照射に よる絵画 ・彫刻の顔料 ・構
造等 の非破壊分析。

紫外線照射装置 紫外線照射に よる蛍光物質の分析。補絹
・補彩領域の明別。

顯微鏡装置 双眼実体顧微鏡による焚術作品細部の非
接触観療。

KARLZEISS

赤外線テレビ関係設備 赤外繍照射に よる墨線の抽出。 下図 ・銘
文等の解胱。

浜松 テ レビ

ビ デ オ イ メ ー ジ ス
コー プ

内視鏡に よる彫刻作 品等 の内部観察。 オ リンパ ス

ロ ー カ ル エ リ ア ネ ッ

ト ワ ー ク

LANに よる情 轍処理 の 円滑化。 情 轍の
統合 ・共有化。

NETONE(ア ン

ガ マ ンバ ス)

画像処理装置 デ ィジ タルlllli像処理 技 術 に よ る多 角 的 画

像 分 析 。 画像 デ ー タベ ー ス の試 作 。

NEXUS6800シ

リ ーズ

光 デ ィス ク フ ァイ リ
ング シス テ ム

人 量 の 凋 膚 ・カー ド煩 の 一 括 管理 。 簡 易

画像 デ ー タベ ー ス の試 作 。

RIFILE

芸 能 部

名 称 使 川 日 的 備 考

舞台(視 聴室) 輿妓 者を招 いて分析研究のための実演を行 う
。 またその実演を舞台に続 く調整室

で撮 影 し録 音す る。

残響時間
0.30/秒

録 音 室 実技 者を招 いて分析研究のための,良 質
な録 音を行 う。

残響時間0.15/秒
アナログ ・デ ジタ
ルの録音可能。

メ ログ ラ フ 音の高さと強 さの細かい疫化を正確に計
り,分 か りやす いグラフで記録 して,音
楽 の科学的分析を行 う。

型名B/T

::



一
主要機器 ・設備

保存科学部

名 称 使 用 目 的 備 考

けい光X線 分析装置 金属,顔 料,岩 石,土 器 な どの化学組成
を非破壊的に測 定す る。理学電機製は可
搬型である。

フ ィ リップ ス

PW1404

理 学 電機TBFO1

X線 回折装置
惣蕊鏑響讃餅罐鯉舗髄
で あ る 。

日本亀子
JDX-IOPA

理学 竜機TBD10

原チ吸光分光装置 君 石,is,金 属 な どに 含 まれ る元 素 を

定 量 す る。

ジ ヤ ー レ ル ア ッ
シ ュAA8500

誘導結合 プラズマ分
光装置(ICP)

署石,i:器,金 属な どに含 まれ る元素を
定量する。

セ イ コー

SPS1100

質量分析装置 鉛,ス トロンチ ウム同位体比測定から,
青銅,膚 石の原料産地を推定する。

VGSector

イ オ ン ク ロマ ト分析

装 置

岩石,錆 中 の陰 イオ ン濃 度や 空気 中の
SOx,NOx濃 度の測定を行い,錆 の進行

状況や空 気汚染 の程度な どを推定する。

横河電気IC500P

ガ ス ク ロマ トグ ラフ 博物館内や古墳中の気体の化学組成を測定す
る。

日立163型

電 子ス ピン共鳴装置 遷移 金属 イオンや劣化に伴 って生 じるブ
リー ラジカルを測 り,劣 化の進 み方や程

度 を知 る。

日本 電 子

JES-REIX

化学発光計測器一式 化学反応 にともなって放出 され る微 弱光
を測 り,反 応の進み方や劣化の度合 いを
知 る。

東 北 電 子CL-100

自記分光放射計 分光 スペク トルを測定 して,展 示 に用 い
る光源や紫外線吸収 ガラス,フ イル ムな
どの性能 を しらべ る。

日本分光SR500B

走査電子顕微鏡 高倍率 で試料表面の状態 を観察す るとと
もに構成元素の分布を調べ,構 成材料や
構造,技 法につ いて知る。

日本 電 子

JXA-840

工業用X線 検査装置 透視撮影に よって彫 刻 ・工芸 ・考古遺物
などの構造や光電子撮影 に よって絵画の
顔料 を しらべる。

ブイ リッ プス

MG321他

減圧煉蒸装置 文化財加害生物 を防除す るため の煉蒸法
の研究を行 う。

SK2型

生物顕微鏡 微生物 プ レパ ラー トを透過光 および落射
蛍光にて観察 し,加 害生物種の同定な ど
をお こな う。

ニ コ ン マ イ ク ロ

フ ォ トFX

微生物検体作製装置 微生物胞子の発芽に及ぼす風の影響を し
らべ る。

小林精機CP型



研究施設 ・設備

修復技術部

名 称 使 用 目 的 備 考

減圧含浸装置 脆弱化した文化財に減圧下で樹脂を含浸す
る装置

共和真空

プラズ マ装置 酸 化 した出土 金属遺物 を水素 プ ラズマを
利用 して還元 処理す る。

神港精機
MP101T

エ ア ー ブ ラ ッ シ ュ 出土金属遺物 の錆や泥 を ク リーニ ングす
る。

S.SWHITEK

真空凍結乾燥機 水浸木材等の有機遺物を乾燥処理する。 共和 真空
RLW-20MB

サ ン シ ャ イ ン ウ ェ

ザ ー メタ ー
修復材料等の耐候性試験 ス ガ

WEL-SUN-DC
一

強度試験機 紙 ・布の各種 処理後 の強度を測定 して,処理法
に よる影響を判断す る。

島 津
AC-25TB

紫 外 線 フ ェー ドメー
タ

塗料 ・有機材料の耐候性試験 ス ガ

4.黒 田記念室

黒 田記念室は,本 研究 所の創立 者帝国美術院長f爵 故黒田清輝の功績を記念す るた

め に設け られた陳列室であ り,黒 田清輝 の油絵 ・素描 ・写生帖 笥を収 蔵 している。

創 立当時,1乏 して黒田家 から寄則 された ものは,油 絵125点,素 描170点,写 生帖

等 であるが,そ の後燃田照'夫 人,樺 山愛輔,川 中良氏等か らの寄贈が加わ った。収

蔵 品の一Fなる ものは,「 智 ・感 ・情」 ・ 「花野」 ・ 「湖畔j・ 「赤髪の少女」 ・ 「もる

る 日影 」 ・ 「温室花壇」な どである。

5.閲 覧 室

本研究所 情報資料部の 図書写真及び各種研 究資料 は,Lと して研究者 ・学 者 ・美術

関係専攻の学生等の利用 に供 してい る。年間の閲 覧者数 は,約313名 である。
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V1.関 係 法 規

◎ 文 部 省 組 齢 抄(昭 和59年 政令第227号最終改正 昭63政101号 ,197号)

第2章 文化庁

第3章 施設等機関

(施設等機関)

第108条 文化庁長官の所轄 の ドに,文 化庁に国 立国語研究所を置 く。

2.前 項に定め るもののほか,文 化庁 に次 の施設等機関を置 く。

国立博物館

国立近代美術館

国立西洋美術館

国立国際美術館

国立文化財研究所

(国立文化財研究所)

第114条 国立文化財研究所 は,文 化財 に関す る調査研究,資 料の作成及 びそ の公表

を行 う機関 とす る。

2.国 立文化財研究所には,支 所 を置 くことがで きる。

3.国 立文化財研究所及びその支所 の名称,位 置及び内部組織は,文 部省令で定 ある。

(研究施設 の指定)

第115条 国立国語研究所及び国立文化財研究所は,法 第5条 第37号 に規 定す る政令

で定め る研究施設 とする。

◎文部省設置法施行規則抄(昭 和28年 文部省令第2号最終改正 平2文 令13号)

第5章 文化庁の施設等機関

第4節 国立文化財研究所

第1款 名称及び位置

(名称及び位置)
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関 係 法 規

第116条 の9国 立文化財研究所 の名称及び位 置は,次 の表 に掲げ るとお りとす る。

名 称 位 置

東京国立文化財研究所 東京都台東区

奈良国立文化財研究所 奈良県奈良市

第1款 の2東 京国 立文化財研究所

(所 長)

第117条 東京国17.文化財研究所に,所 長を置 く。

2.所 長は,所 務 を掌理す る。

(内部組織)

第118条 東京 国1!.文化財研兜所に,庶 務課,次 の1£部及び アジア文化 財保存 研究 室

を胤 く。

(1)美 術 部

② 芸 能 部

(3)保 存科学 部

(4)修 復技術部

(5)情 報資料部

(庶務課 の事務)

第119条 庶務課に おいては,次 の事務 をつか さどる。

(D職 員の人事に関す る事務を処理す ること。

② 職 員の福利厚生に関す る事務を処理す ること。

(3)公 文書頬 の接受及び公印の管守その他庶務に関する こと。

(4)経 費及び収 入の予算,決 算その他 会計に関す る事務を処 理す ること。

(5)行 政財産 及び物品 の管理に関する事務 を処理す ること。

⑥ 庁内の取締 りに関す る こと。

(7)前 各号に掲げ るもののほか,他 の所掌に属 しない事務を処理す ること。

(美術部の二室及び事務)
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関 係 法 規

第120条 美術部に,第 一研究 室及 び第二研究室 を置 く。

2.第 一研究室においては,わ が国の上代,中 世及 び近世の美術並びに東洋美術に関

す る調査研究を行い,及 びその結果 の公表 を行 う。

3.第 二研究室においては,わ が国 の近 代及 び現代 の美術並びに西洋 美術に関す る調

査研究を行い,及 びその結 果の公表を行 うとともに黒田記念室 に関す る事務をつか

さ どる。

(芸能 部の 三室及び事務)

X121条 芸能部に,演 劇研究室,音 楽舞踊研究室及び民俗芸能 研究室をiく 。

2.演 劇研究室においては,演 劇及 びそ の保存に関す る調査研 究を行 い,並 びにその

結果の公表を行 う。

3.音 楽舞踊研究室においては,音 楽及 び舞踊並びに これ らの保存に関す る調査研究

を行 い,並 びにその結 果の公表を行 う。

4.民 俗芸能研究室においては,民 俗芸能及 びその保存に関す る調査研究を行い,並

び にその結果の公表を行 う。

(保存科学部の三室及び事務)

剃22条 保存科学 部に,化 学 研究室,物 理研究室及び生物研究室を置 く。

2.化 学研究室においては,文 化財及びその保存 に関する化学的調査研究(分 析化学

的調査研究を含む。)を 行 い,並 びにその結果の公表 を行 う。

3.物 理研究室においては文化財及 びそ の保存に関する物理学的調査研究を行い,並

び にそ の結果の公表 を行 う。

4.生 物研究室においては文化財及 びそ の保存に関する生物学的調査研究を行 い,並

び にそ の結果の公表 を行 う。

(修復技術部の三室及び事務)

第122条 の2修 復 技術 部に,第 一修復技術研究室,第 二修復技術研 究室及 び第 三修

復技術研究室を置 く。

2.第 一修復技術研究室においては,木,漆 その他次項及び第4項 の材料以外 のもの

を材料 とす る文化財 の修復 に関す る科学的,技 術的 調査研究を行い,及 びその結果

の公表を行 う。

3.第 二修復技術研究 室においては,紙,布 又は革を材料 とす る文化財の修復に関す
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関 係 法 規

る科学的,技 術 的調査研究 を行 い,及 びその結果の公表を行 う。

4.第 三修復技術研究室 においては,石,土 又は金属を材料 とす る文化財の修復 に関

す る科学的,技 術 的調査研究 を行 い,及 びその結果の公表を行 う。

(情報資料部の二室 及び事務)

第122条 の3情 報資料 部に,文 献資料研究室及び写真資料研究室を置 く。

2.文 献資料研究 室においては,第118条 第1号 か ら第4号 までに掲げ る各 部の 所掌

に係 る文献資料 その他 の資料(写 真資料 を除 く)の 作成,収 集,整 理,保 管,公

表,閲 覧及び調査研究 を行 う。

3.写 真資料研究室においては,第118条 第1号 か ら第4号 までに掲げ る各 部の 所掌

に係 る写真資料の作成,収 集,整 理,保 管,公 表,閲 覧及び調査研究 を行 う。

(ア ジア文化財保 存研究 室の事務)

第122条 の4ア ジア文化財保 存研究 室に おいては,ア ジアの文化 財及 びそ の保 存 に

関す る資料収集並びに調査研究及びその41Wの 公表を行 う。
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